
 

 

平成 23 年度の国総研における研究活動の概要 

 

 

Ⅰ．研究活動 

 １．研究の実施体制                     

 ２．国総研が取り組む研究開発分野              

 ３．研究成果の施策への反映                 

 ４．技術支援活動                      

 ５．幅広い研究体制を構築するための他機関との連携      

 ６．国際的活動                       

 ７．研究成果の知的財産化                  

 

Ⅱ．研究成果の発信状況 

 １．研究報告・資料の出版                  

 ２．学会誌、専門誌等への投稿               

 ３．講演会等                       

 ４．出前講座                       

 ５．記者発表等                      

 ６．ホームページ                     

  

 Ⅲ．研究評価                           

 

 

別紙１ 国総研が重点的に推進する研究課題（総プロ・プロ研・事項立て）一覧 

別紙２ 施策への反映一覧（平成23年度） 

別紙３ 共同研究実施一覧（平成23年度） 

別紙４ 委託研究実施一覧（平成23年度） 

別紙５ 平成23年度分科会評価対象個別研究課題の評価結果一覧

参考資料 
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Ⅰ．研究活動 

１．研究の実施体制 

１）職員数 

    職員の定員は、全体として減少傾向であるものの、研究職の人員は維持しています。 

  

 

 

２）研究予算 

    平成22年度は大幅に減少しましたが、平成23年度は9,723百万円となりました。 

 

 

 
図Ⅰ-1-2 総研究費の推移 

図Ⅰ-1-1 職員数の推移 

[年度] 

[年度] 

[百万円] 
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平成23年度の研究経費の内訳は下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３３）他省庁研究経費の採択状況 

研究目的に応じて、競争的資金等の他省庁が公募している様々な研究資金制度により

資金を確保し、研究を行いました。 

 

 

  

 

 

 

 

図Ⅰ-1-3 研究経費の内訳 

図Ⅰ-1-4 他省庁研究経費の採択件数の推移 

図Ⅰ-1-5 他省庁研究経費の推移

[年度] 

[年度] 
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計 52 件 

２．国総研が取り組む研究開発分野 

 国総研では、国土交通省の政策の企画・立案及び実施を支援するため、所として優先的か

つ速やか（３～５年程度を目安）に解決すべく取り組む研究課題を技術政策課題として設定

しています。技術政策課題は６つの研究開発分野に分類され、それぞれの分野において課題

解決の方向性を持って研究に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、国総研が重点的に推進する研究課題（総プロ・プロ研・事項立て研究）は別紙１の

通りです。 

 

３．研究成果の施策への反映 

技術政策課題の解決に向け、政策の企画・立案や技術基準の策定に資する研究を実施し、

研究成果が施策へ反映されました。 

平成23年度に施策へ反映された事例は5２件です。また、平成23年度の成果が平成24年

度に反映済み、及び反映予定の事例は３２件あります。詳細は別紙２の通りです。 

 

図Ⅰ-2-1 研究開発分野毎の研究課題数の推移 

図Ⅰ-3-1 施策への反映件数の推移 図Ⅰ-3-2 種別毎の反映先の割合 

[年度] 

～H21 「４本の柱」と「総合的な手法」

H22～ 「６つの研究開発分野」 

[年度] 
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４．技術支援活動 

研究活動を通じて身につけた知識と経験に基づき、国土交通本省、地方整備局及び地方

公共団体等に対して、技術施策に関する検討委員会等の委員会への参画、行政運営や事業

の執行・管理や災害・自己等に必要な技術指導、技術研修等への講師は検討の技術支援活

動を行いました。 

 

１）技術基準や政策立案に関する委員会への参画 

     ガイドライン等の技術政策に関する検討や、各種基準や指針の改定・見直しに係わる検

討等、多くの委員会に参画しています。 

  

 

 

２）事業の執行・管理や災害・事故等に必要な技術指導 

 政府機関や、地方整備局や地方自治体等からの要請に応じて、施策の実施への協力や事

業の執行管理に関して技術指導等を行っています。  

図Ⅰ-4-1 委員会参画件数の推移 

図Ⅰ-4-2 技術指導件数の推移 

[年度] 

[年度] 
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３）災害調査 

平成２３年度は大規模災害が多発し、災害の度に数次に渡って派遣するなど派遣規模が

大幅に増加しました。平成22年度から23年度へかけておこなわれた、東日本大震災関連

の災害調査は606人日となりました。 

 

  
 

 

４）技術研修等への講師派遣 

 国総研では、各地方整備局や地方公共団体職員、諸外国の研修生等の技術力向上等のた

め、国等が実施する技術研修について、依頼に基づき講師派遣を行なっています。  

  

 

図Ⅰ-4-3 災害調査の延べ人数の推移 

図Ⅰ-4-4 講師派遣件数の推移 

[年度] 

[年度] 
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５．幅広い研究体制を構築するための他機関との連携 

 研究の実施に当たり、国・地方の行政機関、産学官の研究機関、民間企業等それぞれの特

徴を活かした連携体制の構築や、研究のコーディネートを行いました。 

 

 １１）共同研究 

     共同研究実施一覧は別紙３の通りです。  

 

 

２）委託研究 

 委託研究の透明性・公平性の確保および委託研究の推進を図るため、研究テーマを具体

的に提示した上で研究計画を公募し、選定された提案者に研究を委託しています。 

 平成23年度は「下水道革新的技術実証研究（B-Dashプロジェクト）」により、委託契

約額が上昇しています。委託研究実施一覧は別紙４の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

図Ⅰ-5-1 共同研究件数の推移 

図Ⅰ-5-2 委託研究件数と委託契約額の推移 

[年度] [年度] 

[年度] 
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６．国際的活動 

国総研は政府の成長戦略「アジア戦略」に沿って、「土木建築分野で有する高度な技術のア

ジアへの普及を進める」こととして、インド・インドネシア・ベトナム国の研究所と研究連携

を締結し、積極的な活動を行っています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  
             

図Ⅰ-6-3 研修員出身国数と研修員数の推移 

図Ⅰ-6-1 国際研究協定等の件数の推移 図Ⅰ-6-2 ISO 国内審議委員会数の推移 

図Ⅰ-6-4 公務出張国数と公務出張人数の推移 図Ⅰ-6-5 JICA 関連海外出張者数と 

JICA 作業監理参加者数の推移 
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７．研究成果の知的財産化 

研究成果等については、公共事業等における利活用を推進できる環境を確保するために、

知的財産化を行っています。 

 
 

  

 

 

Ⅱ．研究成果の発信状況 

１．研究報告・資料の出版 

    研究成果の発信、普及を目的として、国土技術政策総合研究所研究報告※１、国土技術政策

総合研究所資料※２、国土技術政策総合研究所プロジェクト研究報告※3を発刊し、全文を電子

化してホームページ上で公開しています。 

  
 

 

※１ 国土技術政策総合研究所研究報告：国総研において実施した研究又は調査の成果をとりまとめたもの

で、学術上価値があるもの、政策としてすぐれたもの又は社会的意義が高いもの 

※２ 国土技術政策総合研究所資料：国総研において実施した研究、調査、試験、観測、会議、講演等の成果

をとりまとめたもので、記録又は公表する価値があるもの 

※３ 国土技術政策総合研究所プロジェクト研究報告：終了プロジェクト研究についてとりまとめたもの 

[年度] 

図Ⅰ-7-1 国総研における特許（日本）取得数・保有数等の推移 

図Ⅰ-7-2 国総研における特許実施料等の推移 

図Ⅱ-1-1 研究報告等出版数の推移 
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２．学会誌、専門誌等への投稿 

 学会誌・専門誌等への論文・記事の執筆・投稿を行い、所外に発表しました。 

引き続き、研究成果をより積極的に発表し、投稿数を増やすように努めて参ります。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 登録した論文数に対する引用された論文数の割合は約44.6％であり、比較的高い引用率と

なっています。 

図Ⅱ-2-3 論文発表年毎の被引用件数 

（データ出所：サイニィで検索）

図Ⅱ-2-4 発表年別のサイニィ登録論文数と引用論文数

（データ出所：サイニィで検索）

図Ⅱ-2-1 所外発表件数の推移（和文） 図Ⅱ-2-2 所外発表件数の推移(英文)

44.6%  

57.7%   

34.3%  

33.9%  65.1% 

19.9% 

43.6%  

図Ⅱ-2-5 各機関の登録件数と被引用件数（平成 13 年～平成 22 年） 

（データ出所：サイニィで検索） 
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□ 講演会の内容の有意義さについて 

図Ⅱ-3-1 講演会参加人数の推移 図Ⅱ-3-2 アンケートの実施結果 

図Ⅱ-4-1 出前講座数及び開講数の推移 

 ３．講演会等 

これからの技術開発の今後の動向や、住宅・社会資本が果たす役割などを踏まえ、国総研

の技術政策に関する研究の方向性を紹介することを目的として、「国土技術政策総合研究所

講演会」を開催しました。  

  
 

 

 

上記講演会以外にも、平成23年度は下記の報告会を開催いたしました。 

・東日本大震災調査報告会（被害状況と復旧支援等） 642 名

・東日本大震災による港湾・空港・漁港の地震・津波災害調査報告 約 1000 名

・建築分野における東北地方太平洋沖地震調査発表会 約 200 名

・東日本大震災報告会 ～震災から１年を経て、見えてきたこと～ 

東京会場：520 名、大阪会場：359 名、ネット中継：アクセス 580 件

 

４．出前講座 

    国総研では、専門的・技術的な研究活動を広く一般の方々にも分かりやすく紹介するため、

出前講座を用意しました。 

[年度] 

[年度] 
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 ５．記者発表等 

    記者発表や取材等によるマスコミを通じた情報発信を行いました。 

  
 

 

 

６．ホームページ 

 ホームページを通じて、国総研を紹介するとともに、国総研における最新の研究情報や技

術情報、国土管理データベース、活動成果報告等を発信しました。 

 
 

 

 

図Ⅱ-5-1 国総研関係の新聞記事件数 図Ⅱ-5-2 記者発表件数 

図Ⅱ-6-1 トップページのアクセス件数の推移 

（日本語） 

図Ⅱ-6-2 トップページのアクセス件数の推移 

（英語） 

図Ⅱ-6-3 メールサービス登録件数の推移 図Ⅱ-6-4 ホームページ新着情報掲載件数の推移 

[年度] [年度] 

[年度] [年度] 

[年度] [年度] 
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Ⅲ．研究評価 

国総研の使命に基づく視点から、下記の課題について外部評価を実施しました。 

課題名 総プロ プロ研 事項 

■事前評価    

津波からの多重防護・減災システムに関する研究 

・災害対応を改善する津波浸水想定システムに関する研究（事項立て課題名） 

・沿岸都市の防災構造化支援技術に関する研究（事項立て課題名）の一部 

 ● ● 

超過外力と複合的自然災害に対する危機管理に関する研究  ● ● 

大規模土砂生産後の流砂系土砂管理のあり方に関する研究  ●  

木造 3 階建学校の火災安全性に関する研究  ●  

ＩＣＴを活用した人の移動情報の基盤整備及び交通計画への適用に関する研究   ● 

沿岸都市の防災構造化支援技術に関する研究   ● 

外装材の耐震安全性の評価手法・基準に関する研究   ● 

建物火災時における避難安全性能の算定法と目標水準に関する研究   ● 

大規模津波地震を踏まえた空港の災害リスクに関する研究 

（「空港の津波対策の評価方法等に関する研究」に課題名を変更） 
  ● 

沿岸域における港湾・水産・環境協調型統合的管理方策の研究   ● 

■事後評価    

日本近海における海洋環境の保全に関する研究  ● ● 

IT を活用した動線データの取得と電子的動線データの活用に関する研究   ● 

国土保全のための総合的な土砂管理手法に関する研究  ●  

科学的分析に基づく生活道路の交通安全対策に関する研究  
●

(H22)
● 

人口減少期における都市・地域の将来像アセスメントの研究   ● 

業務用建築の省エネルギー性能に係る総合的評価手法及び設計法に関する研究  ● ● 

地域特性に応じた住宅施策の効果計測手法の開発   ● 

沿岸域における包括的環境計画・管理システムに関する研究 

・内湾域における里海・アピールポイント強化プロジェクト（事項立て課題名） 
 ● ● 

港湾の広域連携化による海上物流への影響把握と効果拡大方策に関する研究   ● 

社会資本のライフサイクルをとおした環境評価技術の開発 ● ●  

多世代利用型超長期住宅及び宅地の形成・管理技術の開発 ● ●  

※平成23年度分科会評価対象の個別研究課題の評価結果については別紙５の通りです。 
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都

市
（
下

水
道

、
公

園
含

䉃
）

ε
.技

術
支

援
率

的
な

施
工

・
管

理
手

法
に

関
す

る
研

究
公

園
樹

木
管

理
の

高
度

化
に

関
す

る
研

究

䇺
歴

ผ
ま

ち
づ

く
り

の
手

ᒁ
き

（
案

）
䇻
の

作
成

歴
ผ

ま
ち

づ
く
り

の
推

進
に

向
け

た
地

方
公

共
団

体
の

取
組

䉂
を

支
援

し
、

歴
ผ

ま
ち

づ
く
り

法
の

適
切

な
運

用
を

図
る

た
め

、
歴

ผ
的

風
⥌

形
成

に
資

す
る

建
造

物
等

に
関

し
て

、
地

域
特

性
に

応
じ

た
ౕ

体
的

な
保

全
・
活

用
・
ᓳ

元
等

の
実

施
手

法
及

び
実

施
プ

ロ
セ

ス
等

に
つ

い
て

、
వ

進
的

な
歴

ผ
ま

ち
づ

く
り

の
取

組
䉂

事
଀

と
と

も
に

䇺
手

ᒁ
き

（
案

）
䇻
と

し
て

、
取

り
ま

と
め

た
。

本
省

都
市

局
公

園
✛

地
᥊

観
課

4
.環

境
と

調
和

し
た

社
会

の
実

現

環
境

研
究

部
✛

化
生

態
研

究
室 室

長
　

᧻
ᳯ

　
正

ᒾ
研

究
官

　
㒙

部
　

貴
ᒄ

イ
.環

境
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪻.

都
市

（
下

水
道

、
公

園
含

䉃
）

ε
.技

術
支

援
歴

ผ
的

風
⥌

形
成

に
資

す
る

建
造

物
等

の
保

ሽ
・
活

用
方

策
に

関
す

る
調

査

下
水

道
ク

イ
ッ

ク
プ

ロ
ジ

䉢
ク

ト
の

社
会

実
験

を
⚳

ੌ
し

た
「
ク

イ
ッ

ク
配

管
（
஥

Ḵ
活

用
型

）
」
の

技
術

評
価

下
水

道
研

究
部

下
水

道
研

究

別
紙

２

下
水

道
ク

イ
ッ

ク
プ

ロ
ジ

䉢
ク

ト
技

術
利

用
ガ

イ
ド

の
策

定

下
水

道
ク

イ
ッ

ク
プ

ロ
ジ

䉢
ク

ト
の

社
会

実
験

を
⚳

ੌ
し

た
「
ク

イ
ッ

ク
配

管
（
஥

Ḵ
活

用
型

）
」
の

技
術

評
価

を
行

䈉
と

と
も

に
、

本
技

術
の

一
層

の
普

及
と

適
切

な
利

用
を

図
る

た
め

に
、

「
ク

イ
ッ

ク
配

管
（
㔺

出
配

管
・

◲
ᤃ

被
ⷒ

・
஥

Ḵ
活

用
型

）
」
の

設
計

及
び

施
工

時
の

留
意

点
を

取
り

ま
と

め
た

䇺
下

水
道

ク
イ

ッ
ク

プ
ロ

ジ
䉢

ク
ト

技
術

利
用

ガ
イ

ド
（
案

）
䇻
に

ട
╩

し
、

下
水

道
ク

イ
ッ

ク
プ

ロ
ジ

䉢
ク

ト
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
公

開
し

た
。

水
管

理
・
国

土
保

全
局

局
下

水
道

部
下

水
道

事
業

課

5
.行

政
の

効
率

化
及

び
技

術
基

準
の

高
度

化
の

実
現

下
水

道
研

究
部

下
水

道
研

究
室 室

長
　

横
田

ᢅ
宏

主
任

研
究

官
　

深
谷

ᷤ
研

究
員

　
᧻

橋
学

ロ
.下

水
道

研
究

部
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪻.
都

市
（
下

水
道

、
公

園
含

䉃
）

ε
.技

術
支

援
下

水
道

ク
イ

ッ
ク

プ
ロ

ジ
䉢

ク
ト

の
推

進
に

関
す

る
調

査

下
水

道
事

業
に

お
け

る
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
手

ᒁ
き

(案
)

の
策

定

下
水

道
事

業
に

お
い

て
は

、
施

設
の

高
齢

化
・
⠧

᧎
化

の
進

行
に

઻
䈉

道
路

陥
ᴚ

事
᡿

等
の

໧
題

が
㗼

࿷
化

し
て

お
り

、
予

防
保

全
的

な
管

理
の

推
進

及
び

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

の
最

小
化

を
図

る
た

め
、

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
ዉ

入
に

ᔅ
要

な
施

設
の

ஜ
全

度
の

評
価

・
予

測
手

法
や

事
業

平
準

化
手

法
等

に
つ

い
て

調
査

研
究

を
行

い
、

「
下

水
道

事
業

に
お

け
る

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

手
ᒁ

き
(案

)」
に

反
映

さ
䉏

公
表

し
た

。

水
管

理
・
国

土
保

全
局

局
下

水
道

部
下

水
道

事
業

課

5
.行

政
の

効
率

化
及

び
技

術
基

準
の

高
度

化
の

実
現

下
水

道
研

究
部

下
水

道
研

究
室 室

長
　

横
田

ᢅ
宏

主
任

研
究

官
　

深
谷

ᷤ
研

究
官

　
宮

本
⼾

ዏ

ロ
.下

水
道

研
究

部
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪻.
都

市
（
下

水
道

、
公

園
含

䉃
）

ε
.技

術
支

援
下

水
道

管
き

ょ
の

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ዉ
入

ଦ
進

に
関

す
る

調
査

別
紙

２

「
下

水
道

地
震

・
津

波
対

策
技

術
検

討
委

員
会

」
報

๔
書

作
成

　
東

日
本

大
震

災
に

઻
い

発
生

し
た

津
波

や
周

ㄝ
地

盤
の

液
状

化
に

よ
り

、
下

水
道

施
設

は
↟

大
な

被
害

を
被

っ
た

。
国

土
交

通
省

下
水

道
部

及
び

日
本

下
水

道
協

会
は

「
下

水
道

地
震

・
津

波
対

策
技

術
検

討
委

員
会

」
を

設
置

し
、

二
次

災
害

防
止

及
び

被
災

施
設

の
早

期
ᓳ

ᣥ
・
ᓳ

興
に

向
け

た
検

討
を

行
っ

た
。

　
国

土
技

術
政

策
総

合
研

究
所

で
は

、
本

委
員

会
の

運
༡

に
ട

え
、

施
設

の
ᓳ

ᣥ
に

あ
わ

せ
発

出
さ

䉏
た

4
つ

の
✕

ᕆ
提

⸒
の

技
術

的
検

討
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
委

員
会

報
๔

書
の

作
成

を
行

っ
た

。

水
管

理
・
国

土
保

全
局

局
下

水
道

部
下

水
道

事
業

課

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現

下
水

道
研

究
部

　
下

水
道

研
究

官
　

尾
崎

　
正

ᤘ
下

水
道

研
究

室
　

室
長

　
横

田
ᢅ

宏
主

任
研

究
官

　
深

谷
　

　
ᷤ

研
究

員
　

᧻
橋

　
　

学

ロ
.下

水
道

研
究

部
C

.本
省

の
委

員
会

等
資

料
㪻.

都
市

（
下

水
道

、
公

園
含

䉃
）

ε
.技

術
支

援
下

水
道

管
路

施
設

の
地

震
対

策
推

進
に

関
す

る
調

査

下
水

道
に

お
け

る
᡼

኿
性

物
質

対
策

に
関

す
る

検
討

会
中

間
と

り
ま

と
め

の
策

定

「
下

水
道

に
お

け
る

᡼
኿

性
物

質
対

策
に

関
す

る
検

討
会

中
間

と
り

ま
と

め
」
（
平

成
2
3
年

1
1
月

）
に

お
い

て
、

᡼
኿

性
物

質
の

᜼
動

に
係

る
成

果
に

反
映

水
管

理
・
国

土
保

全
局

局
下

水
道

部
流

域
1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現

下
水

道
研

究
部

　
下

水
処

理
研

究
室

　
室

長
　

小
⿧

　
⋿

૒
ม 研

究
官

ወ
㚍

⢒
ᄦ

ロ
.下

水
道

研
究

部
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪻.
都

市
（
下

水
道

、
公

園
含

䉃
）

ε
.技

術
支

援

別
紙

２

と
め

の
策

定
水

道
部

流
域

管
理

官
研

究
官

ወ
㚍

⢒
ᄦ

部
指

針
等

道
、

公
園

含
䉃

）

津
波

ᶐ
水

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
手

ᒁ
き

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

に
⿠

因
す

る
津

波
災

害
を

踏
ま

え
、

被
災

地
域

の
ᓳ

ᣥ
・
ᓳ

興
計

画
の

策
定

等
を

支
援

す
る

た
め

、
ㄦ

速
か

つ
適

切
な

津
波

ᶐ
水

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
た

め
の

標
準

的
な

方
法

等
を

␜
し

た
「
平

成
2
3
年

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

に
よ

る
津

波
の

対
策

の
た

め
の

津
波

ᶐ
水

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
手

ᒁ
き

」
を

作
成

し
、

平
成

2
3
年

7
月

に
公

表
し

た
。

水
管

理
・
国

土
保

全
局

海
岸

室
1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
河

川
研

究
部

海
岸

研
究

室
室

長
　

諏
訪

義
雄

主
任

研
究

官
　

ട
藤

ผ
⸠

ハ
.河

川
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪻.

都
市

（
下

水
道

、
公

園
含

䉃
）

ⅱ
.技

術
基

準
策

定

設
計

津
波

の
水

位
設

定
に

つ
い

て
津

波
に

対
す

る
堤

防
ᄤ

┵
高

さ
の

設
定

に
ᔅ

要
な

設
計

津
波

の
水

位
の

設
定

方
法

に
つ

い
て

と
り

ま
と

め
、

海
岸

建
関

係
省

庁
課

長
よ

り
通

知
（
平

成
２

３
年

䋷
月

䋸
日

付
け

）
さ

䉏
た

。

水
管

理
・
国

土
保

全
局

海
岸

室
1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
河

川
研

究
部

海
岸

研
究

室
室

長
　

諏
訪

義
雄

主
任

研
究

官
　

ട
藤

ผ
⸠

ハ
.河

川
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㫀.防

災
・
危

機
管

理
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

海
岸

堤
防

等
を

整
備

す
る

場
合

等
の

留
意

事
項

と
し

て
設

計
対

象
の

津
波

高
を

超
え

た
場

合
に

施
設

別
紙

２

海
岸

堤
防

の
粘

り
強

い
構

造
の

方
向

性

海
岸

堤
防

等
を

整
備

す
る

場
合

等
の

留
意

事
項

と
し

て
、

設
計

対
象

の
津

波
高

を
超

え
た

場
合

に
施

設
の

効
果

が
粘

り
強

く
発

ើ
出

来
る

よ
䈉

に
す

る
構

造
上

の
工

ᄦ
の

方
向

性
に

つ
い

て
、

東
日

本
大

震
災

の
堤

防
の

被
災

実
態

分
析

か
ら

と
り

ま
と

め
、

海
岸

関
係

省
庁

の
課

長
よ

り
通

知
（
平

成
２

３
年

１
２

月
１

５
日

付
け

）
し

た
。

水
管

理
・
国

土
保

全
局

海
岸

室
1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
河

川
研

究
部

海
岸

研
究

室
室

長
　

諏
訪

義
雄

主
任

研
究

官
　

ട
藤

ผ
⸠

ハ
.河

川
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㫀.防

災
・
危

機
管

理
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

津
波

防
災

地
域

づ
く
り

に
関

す
る

法
ᓞ

に
基

づ
く
技

術
上

の
基

準

陸
域

に
㆚

上
し

た
最

大
ク

ラ
ス

の
津

波
を

対
象

に
、

避
難

వ
と

な
る

建
築

物
等

の
前

面
で

の
津

波
の

せ
き

上
䈕

高
の

評
価

方
法

を
検

討
し

た
結

果
を

「
津

波
防

災
地

域
づ

く
り

の
推

進
に

関
す

る
基

本
的

な
指

針
」

に
反

映
し

た
。

ま
た

、
津

波
防

護
施

設
の

構
造

、
特

定
開

発
行

ὑ
の

技
術

的
基

準
に

つ
い

て
検

討
し

た
結

果
を

「
津

波
防

災
地

域
づ

く
り

に
関

す
る

法
ᓞ

施
行

規
ೣ

」
等

に
反

映
し

た
。

水
管

理
・
国

土
保

全
局

、
都

市
局

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現

河
川

研
究

部
部

長
　

藤
田

光
一

海
岸

研
究

室
長

　
諏

訪
義

雄
主

任
研

究
官

　
ട

藤
ผ

⸠

ハ
.河

川
研

究
部

㪘
.法

઎
に

基
づ

く
技

術
基

準
（
法

઎
、

政
઎

、
省

઎
、

๔
␜

）

㪻.
都

市
（
下

水
道

、
公

園
含

䉃
）

ⅱ
.技

術
基

準
策

定

道
路

研
究

部
道

路
研

究
室

別
紙

２

道
路

交
通

情
勢

調
査

(一
般

交
通

量
調

査
)結

果
の

と
り

ま
と

め
支

援
及

び
分

析

道
路

交
通

セ
ン

サ
ス

は
、

概
ね

5
年

に
1
度

、
全

国
の

道
路

と
道

路
交

通
の

実
態

を
把

握
す

る
た

め
実

施
さ

䉏
る

。
平

成
2
3
年

度
は

、
平

成
2
2
年

度
に

実
施

し
た

道
路

交
通

セ
ン

サ
ス

の
結

果
の

と
り

ま
と

め
を

行
い

、
国

土
交

通
省

道
路

局
と

当
所

の
連

名
で

平
成

2
3
年

9
月

に
記

者
発

表
を

行
䈉

と
と

も
に

、
調

査
結

果
を

活
用

し
た

様
䇱

な
事

଀
検

討
を

実
施

し
た

。

国
土

交
通

省
道

路
局

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立

道
路

研
究

部
道

路
研

究
室

室
長

　
上

ဈ
స

Ꮘ
研

究
官

　
᧻

本
俊

テ
部

外
研

究
員

　
水

木
ᥓ

⧷
総

合
技

術
政

策
研

究
セ

ン
タ

ー
建

設
⚻

済
研

究
室

主
任

研
究

官
　

　
門

間
俊

ᐘ

ニ
.道

路
研

究
部

C
.本

省
の

委
員

会
等

資
料

㪸.
道

路
γ

.政
策

支
援

道
路

交
通

情
勢

調
査

（
一

般
交

通
量

調
査

）
結

果
の

と
り

ま
と

め
支

援
及

び
分

析

安
全

で
快

適
な

自
転

車
利

用
環

境
の

ഃ
出

に
向

け
た

検
討

委
員

会
へ

の
研

究
成

果
の

提
供

国
土

交
通

省
と

⼊
ኤ

庁
で

は
、

「
安

全
で

快
適

な
自

転
車

利
用

環
境

の
ഃ

出
に

向
け

た
検

討
委

員
会

」
を

設
け

、
自

転
車

は
原

ೣ
車

道
通

行
と

い
䈉

大
原

ೣ
に

基
づ

き
、

自
転

車
通

行
空

間
の

計
画

、
設

計
等

の
検

討
を

行
っ

た
。

国
総

研
で

は
、

䈖
䉏

ま
で

実
施

し
た

自
転

車
通

行
環

境
整

備
モ

デ
ル

地
区

等
で

の
取

組
内

本
省

・
⼊

ኤ
庁

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
道

路
研

究
部

道
路

研
究

室
ニ

.道
路

研
究

部
C

.本
省

の
委

員
会

等
資

料
㪸.

道
路

ⅱ
.技

術
基

準
策

定
自

転
車

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
安

全
性

評
価

に
係

る
検

討

別
紙

２

へ
の

研
究

成
果

の
提

供
討

を
行

た
。

国
総

研
は

、
䉏

ま
実

施
し

た
自

転
車

通
行

環
境

整
備

デ
ル

地
区

等
取

組
内

容
の

分
析

や
、

自
転

車
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
設

計
手

法
に

関
す

る
調

査
研

究
を

実
施

し
て

お
り

、
そ

の
研

究
成

果
が

委
員

会
資

料
と

し
て

活
用

さ
䉏

た
。

本
省

⼊
ኤ

庁
安

安
ᔃ

な
社

会
実

現
道

路
研

究
室

道
路

空
間

高
度

化
研

究
室

道
路

研
究

部
会

等
資

料
道

路
定

価
に

係
る

検
討

交
通

量
や

ᣏ
行

速
度

の
Ᏹ

時
観

測
体

制
の

確
立

と
交

通
円

滑
化

施
策

の
推

進

平
成

2
3
年

6
月

本
省

道
路

局
よ

り
ฦ

地
方

整
備

局
等

へ
通

達
が

発
出

さ
䉏

、
交

通
量

や
ᣏ

行
速

度
の

Ᏹ
時

観
測

体
制

が
本

ᩰ
実

施
さ

䉏
た

。
本

施
策

に
は

、
研

究
成

果
を

基
に

国
総

研
が

作
成

し
た

、
交

通
量

と
ᣏ

行
速

度
の

調
査

実
施

要
✁

及
び

交
通

調
査

基
本

区
間

（
交

通
量

、
ᣏ

行
速

度
等

の
道

路
交

通
デ

ー
タ

を
統

一
的

に
整

理
す

る
た

め
の

区
間

）
設

定
要

✁
が

用
い

ら
䉏

て
い

る
。

国
土

交
通

省
道

路
局

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立

道
路

研
究

部
、

総
合

技
術

政
策

研
究

セ
ン

タ
ー

、
高

度
情

報
化

研
究

セ
ン

タ
ー

ニ
.道

路
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪸.

道
路

γ
.政

策
支

援
交

通
量

Ᏹ
時

観
測

体
制

の
高

度
化

・
効

率
化

50―　　―



施
策

へ
の

反
映

状
況

（
年

報
本

ᢥ
の

タ
イ

ト
ル

名
）

施
策

へ
の

反
映

内
容

連
携

部
局

研
究

基
本

方
針

の
位

置
付

け
担

当
者

及
び

連
携

し
た

研
究

部
・
セ

ン
タ

ー
代

表
研

究
部

施
策

へ
の

反
映

వ
（
国

総
研

の
⽸

₂
の

仕
方

）

分
㊁

３
つ

の
役

割
ゲ

備
考

反
映

の
基

に
な

っ
た

個
別

研
究

課
題

名

「
橋

、
高

᨞
の

道
路

等
の

技
術

基
準

」
（
道

路
橋

␜
方

書
）
の

改
定

道
路

橋
の

技
術

基
準

で
あ

る
「
橋

、
高

᨞
の

道
路

等
の

技
術

基
準

」
(道

路
橋

␜
方

書
）
が

改
定

さ
䉏

、
平

成
2
4
年

2
月

1
6
日

付
け

で
国

土
交

通
省

都
市

局
長

䋬
道

路
局

長
か

ら
関

係
ฦ

機
関

に
通

知
さ

䉏
た

。
道

路
構

造
物

管
理

研
究

室
で

前
࿁

改
定

એ
降

に
行

っ
て

き
た

、
鋼

床
版

の
耐

久
性

向
上

策
の

研
究

成
果

を
踏

ま
え

て
の

鋼
床

版
板

ෘ
制

㒢
の

強
化

、
高

強
度

材
料

の
適

用
性

に
関

す
る

研
究

成
果

を
踏

ま
え

て

都
市

局
、

道
路

局
2
.成

ᾫ
社

会
へ

の
対

応

道
路

研
究

部
道

路
構

造
物

管
理

研
究

室
玉

⿧
　

㓉
ผ

横
井

⧐
ノ

ニ
.道

路
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪸.

道
路

ⅱ
.技

術
基

準
策

定

・
鋼

床
版

デ
ッ

䉨
プ

レ
ー

ト
の

板
ෘ

Ⴧ
に

よ
る

疲
労

耐
久

性
向

上
効

果
に

関
す

る
研

究
・
高

強
度

鉄
筋

及
び

超
高

力
ボ

ル
ト

般
橋

梁
も

含
め

た
適

用
性

に
を

踏
ま

え
て

の
鋼

床
版

板
ෘ

制
㒢

の
強

化
、

高
強

度
材

料
の

適
用

性
に

関
す

る
研

究
成

果
を

踏
ま

え
て

の
鉄

筋
強

度
の

ᒁ
き

上
䈕

及
び

高
力

ボ
ル

ト
⛮

手
の

⸵
容

値
の

見
直

し
な

ど
が

、
改

定
に

反
映

さ
䉏

た
。

横
井

　
⧐

ノ
の

一
般

橋
梁

も
含

め
た

適
用

性
に

関
す

る
研

究
(H

2
0
-
2
3
)

東
日

本
大

震
災

に
お

け
る

津
波

に
よ

る
建

築
物

被
害

を
踏

ま
え

た
津

波
避

難
ビ

ル
等

の
構

造
上

の
要

件
に

係
る

ᥳ
定

指
針

津
波

避
難

ビ
ル

に
つ

い
て

、
平

成
1
7
年

に
内

㑑
ᐭ

が
「
津

波
避

難
ビ

ル
等

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

定
め

て
い

る
。

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
に

設
置

し
た

「
建

築
構

造
基

準
委

員
会

」
で

の
検

討
結

果
を

踏
ま

え
、

東
日

本
大

震
災

に
お

け
る

津
波

に
よ

る
建

築
物

被
害

の
分

析
を

も
と

に
、

津
波

避
難

ビ
ル

等
の

構
造

上
の

要
件

と
し

て
、

津
波

荷
重

算
定

式
の

見
直

し
、

開
口

部
等

の
取

ᛒ
い

、
ᶋ

力
及

び
転

ୟ
に

対
す

る
検

証
、

ᵞ
ជ

及
び

ṫ
流

物
の

ⴣ
突

に
関

す
る

配
慮

等
を

盛
り

ㄟ
ん

だ
新

た
な

指
針

を
作

成
し

、
国

土
交

通
省

住
宅

局
長

か
ら

通
知

（
平

成
2
3
年

1
1
月

1
7
日

付
け

国
住

指
第

2
5
7
0
号

）
さ

䉏
た

。

住
宅

局
建

築
指

ዉ
課

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現

建
築

研
究

部
長

　
西

山
　

功
建

築
研

究
部

　
建

築
新

技
術

研
究

官
　

向
井

　
ᤘ

義
建

築
研

究
部

　
基

準
⹺

証
シ

ス
テ

ム
研

究
室

長
　

深
井

敦
ᄦ

研
究

官
　

原
口

統

ホ
.建

築
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪺
.建

築
・
住

宅
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

津
波

防
災

地
域

づ
く
り

法
が

制
定

さ
䉏

、
同

法
に

規
定

す
る

避
難

施
設

に
つ

い
て

、
技

術
基

準
を

定
め

る
建

築
研

究
部

長
西

山
功

津
波

防
災

地
域

づ
く
り

法
施

行
規

ೣ
及

び
同

規
ೣ

第
3
1
᧦

に
基

づ
く

避
難

施
設

に
関

す
る

技
術

基
準

の
制

定

津
波

防
災

地
域

づ
く
り

法
が

制
定

さ
䉏

、
同

法
に

規
定

す
る

避
難

施
設

に
つ

い
て

、
技

術
基

準
を

定
め

る
䈖

と
が

規
定

さ
䉏

た
。

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
に

設
置

し
た

「
建

築
構

造
基

準
委

員
会

」
で

の
検

討
結

果
を

踏
ま

え
、

東
日

本
大

震
災

に
お

け
る

津
波

に
よ

る
建

築
物

被
害

の
分

析
を

踏
ま

え
、

上
記

津
波

避
難

ビ
ル

等
の

構
造

上
の

要
件

を
も

と
に

避
難

施
設

に
関

す
る

構
造

上
の

技
術

基
準

を
作

成
し

、
国

土
交

通
省

๔
␜

（
平

成
2
3
年

国
土

交
通

省
๔

␜
第

1
3
1
8
号

）
が

制
定

さ
䉏

た
。

住
宅

局
建

築
指

ዉ
課

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現

建
築

研
究

部
長

西
山

功
建

築
研

究
部

　
建

築
新

技
術

研
究

官
　

向
井

　
ᤘ

義
建

築
研

究
部

　
基

準
⹺

証
シ

ス
テ

ム
研

究
室

長
　

深
井

敦
ᄦ

研
究

官
　

原
口

統

ホ
.建

築
研

究
部

㪘
.法

઎
に

基
づ

く
技

術
基

準
（
法

઎
、

政
઎

、
省

઎
、

๔
␜

）

㪺
.建

築
・
住

宅
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

津
波

避
難

ビ
ル

等
に

関
す

る
新

た
な

指
針

及
び

津
波

防
災

地
域

づ
く
り

法
に

基
づ

く
技

術
基

準
๔

␜
が

定
ฦ

築

建
築

研
究

部
　

建
築

新
技

術
研

究
官

　
向

井
　

ᤘ
義

建
築

研
究

部
　

基
準

⹺
証

シ
ス

テ
ム

研
究

室
長

深
井

敦
ᄦ

津
波

避
難

ビ
ル

等
の

構
造

上
の

要
件

の
解

⺑
の

作
成

波
難

関
す

新
針

波
防

災
域

法
技

準
定

め
ら

䉏
た

䈖
と

に
઻

い
、

実
務

者
の

用
に

供
す

る
た

め
、

指
針

の
ฦ

規
定

の
⿰

ᣦ
、

技
術

的
な

情
報

、
ౕ

体
的

な
設

計
଀

を
盛

り
ㄟ

ん
だ

技
術

資
料

を
作

成
し

、
国

総
研

資
料

第
6
7
3
号

と
し

て
公

開
し

た
。

住
宅

局
建

築
指

ዉ
課

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
テ

ム
研

究
室

長
深

井
敦

ᄦ
主

任
研

究
官

　
井

上
波

ᒾ
主

任
研

究
官

　
ጤ

田
ༀ

⵨
研

究
官

　
原

口
統

総
合

政
策

セ
ン

タ
ー

　
評

価
シ

ス
テ

ム
研

究
室

長
　

᭵
本

ᢘ
大

ホ
.建

築
研

究
部

C
.本

省
の

委
員

会
等

資
料

㪺
.建

築
・
住

宅
ε

.技
術

支
援

建
築

物
に

設
け

る
電

気
給

ḡ
器

等
の

転
ୟ

防
止

ភ
置

の
考

え
方

建
築

基
準

法
施

行
଀

第
1
2
9
᧦

の
２

の
４

第
2
号

に
お

い
て

、
建

築
物

に
設

け
る

᣹
降

機
એ

外
の

建
築

設
備

に
あ

っ
て

は
、

構
造

耐
力

上
安

全
な

も
の

と
す

る
䈖

と
が

規
定

さ
䉏

て
い

る
。

䈖
の

規
定

の
運

用
に

当
た

っ
て

、
建

築
物

に
設

け
る

電
気

給
ḡ

器
及

び
ガ

ス
給

ḡ
器

の
転

ୟ
防

止
の

た
め

⻠
䈝

べ
き

ភ
置

の
考

え
方

の
作

成
に

あ
た

り
、

技
術

的
支

援
を

行
い

、
国

土
交

通
省

か
ら

通
知

さ
䉏

た
（
平

成
2
3
年

9
月

7
日

国
住

指
第

1
6
7
2
号

）

住
宅

局
建

築
指

ዉ
課

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現

建
築

研
究

部
　

基
準

⹺
証

シ
ス

テ
ム

研
究

室
長

　
深

井
敦

ᄦ
主

任
研

究
官

　
井

上
波

ᒾ
主

任
研

究
官

　
ጤ

田
ༀ

⵨
ホ

.建
築

研
究

部
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪺
.建

築
・
住

宅
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

住
指

第
1
6
7
2
号

）

平
成

2
3
年

(2
0
1
1
年

)東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

調
査

研
究

（
速

報
）

の
発

行

東
日

本
大

震
災

に
よ

る
建

築
物

被
害

に
関

し
、

強
震

観
測

デ
ー

タ
の

෼
㓸

、
地

震
動

に
よ

る
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

、
鉄

骨
造

、
木

造
、

非
構

造
部

材
の

被
害

、
津

波
に

よ
る

建
築

物
の

被
害

、
火

災
に

よ
る

被
害

の
調

査
を

行
い

、
地

震
に

よ
る

建
築

物
被

害
の

対
策

等
の

ฦ
⒳

施
策

の
方

針
検

討
等

の
基

␆
情

報
と

し
て

提
供

す
る

た
め

、
国

総
研

資
料

第
6
3
6
号

と
し

て
発

行
(独

立
行

政
法

人
建

築
研

究
所

と
共

同
で

発
行

、
平

成
2
3
年

5
月

)し
、

社
会

資
本

整
備

ክ
⼏

会
建

築
分

科
会

建
築

物
事

᡿
・
災

害
対

策
部

会
等

で
報

๔
書

類
と

し
て

提
出

し
た

。

（
独

）
建

築
研

究
所

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
建

築
研

究
部

、
住

宅
研

究
部

、
都

市
研

究
部

、
総

合
技

術
政

策
研

究
セ

ン
タ

ー
ホ

.建
築

研
究

部
C

.本
省

の
委

員
会

等
資

料
㪺
.建

築
・
住

宅
ε

.技
術

支
援

S
㫌
㫄

㫄
㪸㫉

㫐 
㫆
f 

㫋㪿
㪼
 F

㫀㪼
㫃㪻

 S
㫌
㫉㫍

㪼
㫐 

㪸㫅
㪻
 R

㪼
㫊㪼

㪸㫉
㪺
㪿
 㫆

㫅
 㵰

T
㪿
㪼
 2

0
1
1

ff
㫋㪿

P
㫀f
㫀

㫋
f

T
㪿

㫂
E

㫋㪿
㫂

(㫋
㪿

㪞
㫋

E
㫋

東
日

本
大

震
災

に
よ

る
建

築
物

被
害

に
関

し
、

強
震

観
測

デ
ー

タ
の

෼
㓸

、
地

震
動

に
よ

る
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

、
鉄

骨
造

、
木

造
、

非
構

造
部

材
の

被
害

、
津

波
に

よ
る

建
築

物
の

被
害

、
火

災
に

よ
る

被
害

の
調

査
を

行
い

海
外

機
関

等
に

お
け

る
地

震
に

対
す

る
建

築
物

の
安

全
対

策
の

基
␆

情
報

と
し

て
提

供
（
独

）
建

築
研

1
安

全
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
建

築
研

究
部

、
住

宅
研

究
部

、
都

市
研

究
部

総
合

技
術

政
ホ

建
築

研
究

部
C

.本
省

の
委

員
建

築
住

宅
ε

技
術

支
援

㫆
ff

 㫋
㪿
㪼
 P

㪸㪺
㫀f
㫀㪺

 㪺
㫆
㪸㫊

㫋 
㫆
f 

T
㫆
㪿
㫆
㫂㫌

　
E
㪸㫉

㫋㪿
㫈㫌

㪸㫂
㪼
(㫋

㪿
㪼
 㪞

㫉㪼
㪸㫋

 E
㪸㫊

㫋
J
㪸㫇

㪸㫅
 E

㪸㫉
㫋㪿

㫈㫌
㪸㫂

㪼
)の

発
行

調
査

を
行

い
、

海
外

機
関

等
に

お
け

る
地

震
に

対
す

る
建

築
物

の
安

全
対

策
の

基
␆

情
報

と
し

て
提

供
す

る
た

め
、

国
総

研
資

料
第

6
4
7
号

と
し

て
発

行
（
独

立
行

政
法

人
建

築
研

究
所

と
共

同
で

発
行

、
平

成
2
3

年
8
月

）
し

、
9
月

に
開

௅
さ

䉏
た

国
際

建
築

規
制

協
力

委
員

会
（
IR

C
C

）
第

3
1
 ࿁

会
⼏

に
報

๔
し

た
。

（
独

）
建

築
研

究
所

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
都

市
研

究
部

、
総

合
技

術
政

策
研

究
セ

ン
タ

ー
ホ

.建
築

研
究

部
C

.本
省

の
委

員
会

等
資

料
㪺
.建

築
・
住

宅
ε

.技
術

支
援

平
成

2
3
年

（
2
0
1
1
年

）
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
被

害
調

査
報

๔
の

発
行

東
日

本
大

震
災

に
よ

る
建

築
物

被
害

に
関

し
、

強
震

観
測

デ
ー

タ
の

෼
㓸

、
地

震
動

に
よ

る
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

、
鉄

骨
造

、
木

造
、

非
構

造
部

材
の

被
害

、
津

波
に

よ
る

建
築

物
の

被
害

、
火

災
に

よ
る

被
害

に
つ

い
て

、
分

析
を

行
い

、
੹

後
の

地
震

に
対

す
る

建
築

物
の

安
全

性
確

保
の

た
め

ౕ
体

施
策

検
討

等
の

基
␆

と
な

る
⹦

⚦
な

情
報

と
し

て
提

供
す

る
た

め
、

国
総

研
資

料
第

6
7
4
号

と
し

て
発

行
し

、
（
独

立
行

政
法

人
建

築
研

究
所

と
共

同
で

発
行

、
平

成
2
4
年

3
月

）
、

国
土

交
通

本
省

に
報

๔
し

た
。

（
独

）
建

築
研

究
所

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
建

築
研

究
部

、
住

宅
研

究
部

、
都

市
研

究
部

、
総

合
技

術
政

策
研

究
セ

ン
タ

ー
ホ

.建
築

研
究

部
C

.本
省

の
委

員
会

等
資

料
㪺
.建

築
・
住

宅
ε

.技
術

支
援

建
築

物
内

の
事

᡿
事

଀
に

係
る

建
物

事
᡿

予
防

ナ
レ

ッ
ジ

ベ
ー

ス
に

よ
る

公
開

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
に

お
い

て
、

建
物

内
で

の
事

᡿
予

防
を

図
る

観
点

か
ら

、
「
建

物
事

᡿
予

防
ナ

レ
ッ

ジ
ベ

ー
ス

」
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

公
開

し
て

い
る

。
国

土
交

通
省

住
宅

局
が

෼
㓸

し
社

会
資

本
整

備
ክ

⼏
会

建
築

分
科

会
建

築
物

事
᡿

・
災

害
対

策
部

会
に

お
い

て
報

๔
し

た
事

᡿
事

଀
そ

の
ઁ

の
事

଀
に

つ
い

て
、

当
⹥

ナ
レ

ッ
ジ

ベ
ー

ス
に

ㅊ
ട

෼
録

し
、

事
᡿

パ
タ

ー
ン

等
の

分
類

等
か

ら
検

⚝
可

能
と

し
、

設
計

者
、

管
理

者
等

に
よ

る
事

᡿
予

防
に

役
立

て
る

䈖
と

と
し

た
。

住
宅

局
建

築
指

ዉ
課

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
建

築
研

究
部

　
基

準
⹺

証
シ

ス
テ

ム
研

究
室

長
　

深
井

敦
ᄦ

研
究

官
　

原
口

　
統

ホ
.建

築
研

究
部

D
.そ

の
ઁ

㪺
.建

築
・
住

宅
ε

.技
術

支
援

平
成

 2
1
 年

 ⚻
済

産
業

省
・
国

土
交

通
省

๔
␜

第
2
号

「
特

定
住

宅
に

ᔅ
要

と
さ

䉏
る

性
能

の
向

上
に

関
す

る
住

宅
事

業
建

築
主

の
್

「
特

定
住

宅
に

ᔅ
要

と
さ

䉏
る

性
能

の
向

上
に

関
す

る
住

宅
事

業
建

築
主

の
್

断
の

基
準

」
に

対
す

る
質

໧
は

建
築

環
境

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
機

構
に

ነ
せ

ら
䉏

る
。

そ
の

䈉
ち

、
高

度
な

技
術

的
知

⼂
を

ᔅ
要

と
す

る
も

の
に

つ
い

て
、

技
術

的
な

ഥ
⸒

を
行

い
、

特
ᱶ

事
଀

で
な

い
も

の
に

つ
い

て
は

質
໧

㓸
へ

の
反

映
を

行
た

ま
た

新
型

Ά
料

電
ᳰ

等
の

省
ネ

性
能

の
評

価
方

法
に

い
の

計
算

方
法

を
␜

し
省

本
省

住
宅

生
5

地
球

規
模

の
気

୥
変

動
へ

の
対

三
ᶆ

ዏ
ᔒ

住
宅

研
究

部
B

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
建

築
住

宅
ⅱ

技
術

基
準

策
に

ᔅ
要

と
さ

䉏
る

性
能

の
向

上
に

関
す

る
住

宅
事

業
建

築
主

の
್

断
の

基
準

」
に

関
連

す
る

評
価

方
法

へ
の

質
໧

対
応

と
評

価
方

法
の

ㅊ
ട

行
っ

た
。

ま
た

、
新

型
Ά

料
電

ᳰ
等

の
省

エ
ネ

性
能

の
評

価
方

法
に

つ
い

て
の

計
算

方
法

を
␜

し
、

省
エ

ネ
性

能
を

評
価

す
る

支
援

ツ
ー

ル
で

あ
る

算
定

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
㪼
㪼
㫊.

㫀㪹
㪼
㪺
.㫆

㫉.
㫁㫇

㪆
）
の

修
正

案
を

作
成

し
た

。
䈖

䈖
で

取
り

➙
め

ら
䉏

た
デ

ー
タ

は
、

ዯ
出

方
法

や
省

エ
ネ

性
能

の
評

価
方

法
の

改
ༀ

お
よ

び
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
性

能
の

達
成

を
್

断
す

る
水

準
の

作
成

等
に

活
用

さ
䉏

る
。

本
省

住
宅

生
産

課
5
.地

球
規

模
の

気
୥

変
動

へ
の

対
応

三
ᶆ

　
ዏ

ᔒ
䊓

.住
宅

研
究

部
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪺
.建

築
・
住

宅
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

平
成

 2
1
 年

 ⚻
済

産
業

省
・
国

土
交

通
省

๔
␜

第
2
号

「
特

定
住

宅
に

ᔅ
要

と
さ

䉏
る

性
能

の
向

上
に

関
す

る
住

宅
事

業
建

築
主

の
್

断
の

基
準

」
に

基
づ

く
ዯ

出
情

報
の

㓸
計

お
よ

び
解

析
結

果
の

公
表

「
特

定
住

宅
に

ᔅ
要

と
さ

䉏
る

性
能

の
向

上
に

関
す

る
住

宅
事

業
建

築
主

の
್

断
の

基
準

」
に

基
づ

き
年

間
1
5
0
એ

上
を

建
設

し
た

住
宅

事
業

建
築

主
に

つ
い

て
は

、
そ

の
住

宅
の

仕
様

を
報

๔
す

る
䈖

と
と

な
っ

て
い

る
。

平
成

2
1
年

度
の

ዯ
出

デ
ー

タ
に

つ
い

て
㓸

計
し

、
そ

の
デ

ー
タ

を
解

析
し

、
解

析
結

果
を

国
総

研
資

料
と

し
て

公
開

し
た

（
ダ

イ
ジ

䉢
ス

ト
版

は
国

総
研

内
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
㪿
㫋㫋

㫇
㪑㪆

㪆
㫎

㫎
㫎

.㫅
㫀㫃㫀

㫄
.g

㫆
.㫁㫇

㪆
㫃㪸

㪹
㪆
㫀㪺

g㪆
㪻
㫆
㪺
㪆
0
5
㪶㫁
㫀g

㫐㫆
㫅
㫌
㫊㪿

㫀2
1
.㫇

㪻
f）

に
掲

載
）
。

本
省

住
宅

生
産

課
5
.地

球
規

模
の

気
୥

変
動

へ
の

対
応

三
ᶆ

　
ዏ

ᔒ
䊓

.住
宅

研
究

部
D

.そ
の

ઁ
㪺
.建

築
・
住

宅
ε

.技
術

支
援

住
宅

事
業

建
築

主
の

್
断

の
基

準
の

ዯ
出

調
査

51―　　―



施
策

へ
の

反
映

状
況

（
年

報
本

ᢥ
の

タ
イ

ト
ル

名
）

施
策

へ
の

反
映

内
容

連
携

部
局

研
究

基
本

方
針

の
位

置
付

け
担

当
者

及
び

連
携

し
た

研
究

部
・
セ

ン
タ

ー
代

表
研

究
部

施
策

へ
の

反
映

వ
（
国

総
研

の
⽸

₂
の

仕
方

）

分
㊁

３
つ

の
役

割
ゲ

備
考

反
映

の
基

に
な

っ
た

個
別

研
究

課
題

名

䇺
密

㓸
市

ⴝ
地

整
備

の
た

め
の

㓸
団

規
定

の
運

用
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
䇻
の

普
及

防
災

上
危

険
な

密
㓸

市
ⴝ

地
の

改
ༀ

の
た

め
、

建
築

基
準

法
㓸

団
規

定
の

特
଀

制
度

を
活

用
し

た
建

て
ᦧ

え
ଦ

進
方

策
に

つ
い

て
解

⺑
し

た
䇺
密

㓸
市

ⴝ
地

整
備

の
た

め
の

㓸
団

規
定

の
運

用
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
䇻

を
、

平
成

1
9
年

1
月

に
国

総
研

資
料

と
し

て
ೀ

行
し

、
密

㓸
市

ⴝ
地

を
ᛴ

え
る

全
国

約
3
0
0
の

地
方

公
共

団
体

等
に

配
布

し
た

。
本

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

が
特

定
行

政
庁

の
ክ

査
基

準
の

策
定

・
運

用
や

、
実

際
の

密
㓸

市

住
宅

局
市

ⴝ
地

建
築

課
市

ⴝ
地

住
宅

整
備

室
、

ᳰ
袋

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
都

市
開

発
研

究
室

　
主

任
研

究
官

ൎ
෶

済
ト

.都
市

研
究

部
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㫀.防
災

・
危

機
管

理
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

密
㓸

市
ⴝ

地
に

お
け

る
早

期
の

安
全

性
確

保
の

推
進

方
策

検
討

調
査

普
及

体
等

に
配

布
し

た
。

本
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
が

特
定

行
政

庁
の

ክ
査

基
準

の
策

定
運

用
や

、
実

際
の

密
㓸

市
ⴝ

地
で

の
特

଀
制

度
の

適
用

に
活

用
・
反

映
さ

䉏
る

䈖
と

を
期

ᓙ
し

、
「
ᳰ

袋
本

↸
新

し
い

ま
ち

づ
く
り

の
会

・
学

⠌
会

」
（
平

成
2
3
年

䋷
月

）
に

お
い

て
⻠

Ṷ
を

行
い

本
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
の

内
容

を
⚫

੺
・
解

⺑
す

る
䈖

と
等

に
よ

り
、

普
及

を
図

っ
て

い
る

。

備
室

、
ᳰ

袋
本

↸
新

し
い

ま
ち

づ
く
り

の
会

安
全

安
ᔃ

な
社

会
の

実
現

究
官

ൎ
෶

済
ト

都
市

研
究

部
指

針
等

理
定

全
性

確
保

の
推

進
方

策
検

討
調

査
（
H

1
6
～

1
7
）

ή
線

通
信

規
ೣ

の
改

定

世
⇇

ή
線

通
信

会
⼏

（
㪮

R
C

1
2
)に

お
い

て
海

洋
レ

ー
ダ

利
用

業
務

へ
の

正
式

な
周

波
数

分
配

（
⼏

題
1
.1

5
）
の

決
定

に
ነ

ਈ
し

た
䋮

⼏
題

1
.1

5
は

㪮
R

C
0
7
に

お
い

て
日

☨
を

中
ᔃ

に
提

案
さ

䉏
た

⼏
題

で
あ

る
䋮

港
湾

局
で

は
2
0
บ

એ
上

の
海

洋
レ

ー
ダ

を
利

用
し

ầ
流

・
海

流
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

䋬
ᶋ

ㆆ
䉯

ミ
࿁

෼
の

効
率

化
䋬

津
波

観
測

な
ど

を
行

っ
て

い
る

䋮
੹

࿁
の

決
定

に
よ

り
䋬

䈖
䉏

ら
を

実
用

的
に

発
ዷ

・
⛮

続
運

用
で

き
る

国
際

規
ೣ

が
整

っ
た

䋮
䈖

䉏
を

受
け

総
務

省
で

は
H

2
4
年

度
に

国
内

運
用

規
ೣ

の
改

定
を

行
䈉

予
定

で
あ

る
䋮

港
湾

局
技

術
監

理
室

4
.環

境
と

調
和

し
た

社
会

の
実

現
䉼

.沿
岸

海
洋

研
究

部
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪼
.港

湾
空

港
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

短
波

海
洋

レ
ー

ダ
に

基
づ

く
ṫ

流
䉯

ミ
量

分
布

予
測

に
関

す
る

研
究

防
波

堤
等

の
多

目
的

使
用

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
案

）
地

域
そ

䉏
䈡

䉏
が

有
す

る
ẜ

࿷
的

な
海

洋
資

源
を

い
か

し
た

地
域

ᝄ
興

の
た

め
の

取
組

や
海

洋
に

関
す

る
レ

ク
リ

エ
－

シ
ョ

ン
の

普
及

等
を

推
進

す
る

た
め

、
防

波
堤

等
の

多
目

的
利

用
が

検
討

さ
䉏

て
い

る
。

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
案

）
は

、
防

波
堤

等
の

㊒
り

利
用

の
観

点
か

ら
、

安
全

対
策

を
と

り
ま

と
め

た
。

港
湾

局
国

際
・

環
境

課
4
.環

境
と

調
和

し
た

社
会

の
実

現
沿

岸
海

洋
研

究
部

沿
岸

海
洋

新
技

術
研

究
官

海
洋

環
境

研
究

室

䉼
.沿

岸
海

洋
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪼
.港

湾
空

港
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

防
波

堤
の

一
般

開
᡼

に
お

け
る

危
険

度
・
安

全
対

策
調

査

「
交

通
政

策
ክ

⼏
会

港
湾

分
科

会
防

災
部

会
」
中

間
と

り
ま

と
め

等
へ

の
情

報
の

提
供

及
び

作
業

協
力

「
港

湾
に

お
け

る
総

合
的

な
津

波
対

策
の

あ
り

方
（
中

間
と

り
ま

と
め

）
」
交

通
政

策
ክ

⼏
会

港
湾

分
科

会
防

災
部

会
（
平

成
2
3
年

7
月

6
日

）
「
平

成
２

３
年

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

に
よ

り
被

災
し

た
海

岸
堤

防
等

の
ᓳ

ᣥ
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

」
海

岸
に

お
け

る
津

波
対

策
検

討
委

員
会

（
平

成
2
3
年

1
1
月

1
5
日

）

港
湾

局
海

岸
䍃

防
災

課
䋯

技
術

監
理

室
1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現

沿
岸

防
災

研
究

室
　

室
長

　
根

木
貴

ผ
沿

岸
防

災
研

究
室

　
主

任
研

ᾢ
谷

౗
太

㇢
沿

岸
防

災
研

究
室

　
研

究
員

ᷰ
ㆺ

␭
二

䉼
.沿

岸
海

洋
研

究
部

C
.本

省
の

委
員

会
等

資
料

㪼
.港

湾
空

港
γ

.政
策

支
援

地
震

䍃津
波

複
合

災
害

の
被

害
波

及
過

程
及

び
そ

の
評

価
に

関
す

る
研

究
（
H

2
2
～

H
2
4
）
䋯

災
害

調
査

（
T
E
C

-
F
O

R
C

E
　

ઁ
)

環
境

整
備

船
の

効
率

的
運

用
に

向
け

た
研

究
成

果
の

提
供

環
境

整
備

船
の

運
用

に
あ

た
っ

て
は

、
運

用
目

標
の

設
定

お
よ

び
効

率
的

࿁
෼

の
実

施
に

基
づ

い
た

効
率

的
な

運
用

が
᳞

め
ら

䉏
て

い
る

。
国

総
研

で
は

、
短

波
海

洋
レ

ー
ダ

に
よ

る
東

京
湾

ṫ
流

䉯
ミ

෼
支

解
析

、
お

よ
び

ṫ
流

䉯
ミ

㓸
積

海
域

特
定

技
術

の
開

発
を

行
い

、
成

果
を

関
係

地
方

整
備

局
に

直
接

提
供

し
た

。
成

果
は

੹
後

現
行

ṫ
流

䉯
ミ

࿁
෼

支
援

シ
ス

テ
ム

の
改

良
に

用
い

ら
䉏

る
予

定
で

あ
る

。

本
省

港
湾

局
䋬

関
東

地
方

整
備

局
4
.環

境
と

調
和

し
た

社
会

の
実

現
沿

岸
域

シ
ス

テ
ム

研
究

室
　

室
長

　
日

向
　

ඳ
ᢥ

研
究

員
　

片
ጟ

　
ᥓ

຦

䉼
.沿

岸
海

洋
研

究
部

D
.そ

の
ઁ

㪼
.港

湾
空

港
ε

.技
術

支
援

短
波

海
洋

レ
ー

ダ
に

基
づ

く
ṫ

流
䉯

ミ
量

分
布

予
測

に
関

す
る

研
究

航
路

⻉
元

算
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
J
-
F
㪸㫀

㫉㫎
㪸㫐

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
サ

イ
ト

運
用

開
ᆎ

現
行

の
港

湾
の

施
設

の
技

術
上

の
基

準
・
同

解
⺑

（
平

成
1
9
年

改
訂

）
で

は
、

新
た

に
航

路
⻉

元
（
幅

・
水

深
）
の

第
2
区

分
ᾖ

査
法

が
ㅊ

ട
さ

䉏
た

。
䈖

の
ᾖ

査
方

法
は

、
国

際
的

に
も

వ
進

的
な

内
容

で
あ

る
䈖

と
か

ら
、

P
I㪘

N
C

（
国

際
航

路
協

会
）
㪮

㪞
4
9
で

の
活

動
を

通
じ

て
国

際
的

な
航

路
基

準
と

し
て

の
位

置
づ

け
を

目
指

し
て

き
て

お
り

、
最

⚳
報

๔
へ

掲
載

見
ㄟ

と
な

っ
て

い
る

。
最

⚳
報

๔
へ

の
掲

載
に

当
た

っ
て

は
、

P
I㪘

N
C

よ
り

ダ
ウ

ン
ロ

ド
サ

イ
ト

の
運

用
が

᳞
め

ら
䉏

た
䈖

と
か

ら
管

理
調

整
部

技
術

情
報

課
の

協
－

3
.成

長
力

・
国

際
┹

争
力

の
強

化
港

湾
計

画
研

究
室

　
室

長
　

赤
倉

康
寛

䋬
研

究
官

安
藤

和
਽

リ
.港

湾
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪼
.港

湾
空

港
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

港
湾

の
計

画
基

準
に

関
す

る
研

究
（
H

1
6
-
）

用
開

ᆎ
P

I㪘
N

C
よ

り
、

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

サ
イ

ト
の

運
用

が
᳞

め
ら

䉏
た

䈖
と

か
ら

、
管

理
調

整
部

技
術

情
報

課
の

協
力

を
得

て
、

平
成

2
3
年

1
0
月

よ
り

サ
イ

ト
（
㪿
㫋㫋

㫇㪑
㪆
㪆
㫎

㫎
㫎

.㫐
㫊㫂

.㫅
㫀㫃㫀

㫄
.g

㫆
.㫁㫇

㪆
㫂㪸

㫂㫌
㪹㫌

㪆
㫂㫆

㫌
㫎

㪸㫅
㪆
㫂㪼

㫀㫂
㪸㫂

㫌
㪆
J
-

F
㪸㫀

㫉㫎
㪸㫐

.㪿
㫋㫄

）
の

運
用

を
開

ᆎ
し

た
。

倉
康

寛
䋬

研
究

官
安

藤
和

਽
指

針
等

定
（
H

1
6

）

コ
ン

テ
ナ

物
流

シ
ス

テ
ム

（
C

㫆
㫃㫀㫅

㫊）
及

び
港

湾
手

続
支

援
シ

ス
テ

ム
へ

の
㪘

IS
リ

ア
ル

タ
イ

ム
デ

ー
タ

の
提

供

国
土

交
通

省
港

湾
局

で
は

、
港

湾
物

流
情

報
化

推
進

の
た

め
の

モ
デ

ル
事

業
と

し
て

、
平

成
2
3
年

度
に

は
、

コ
ン

テ
ナ

物
流

情
報

の
一

元
的

提
供

に
よ

り
関

係
者

間
で

の
情

報
共

有
化

を
図

る
コ

ン
テ

ナ
物

流
情

報
サ

ー
ビ

ス
（
C

㫆
㫃㫀㫅

㫊）
及

び
入

出
港

ዯ
け

等
に

ᔅ
要

な
情

報
を

自
動

的
に

生
成

す
る

港
湾

手
続

き
支

援
シ

ス
テ

ム
の

社
会

実
験

を
行

っ
て

い
る

。
国

総
研

で
は

地
方

整
備

局
と

協
力

し
、

㪘
IS

（
㪘

㫌
㫋㫆

㫄
㪸㫋

㫀㪺
I㪻

㪼
㫅
㫋㫀
f㫀
㪺
㪸㫋

㫀㫆
㫅
 S

㫐㫊
㫋㪼

㫄
：
船

舶
自

動
⼂

別
装

置
）
デ

ー
タ

を
用

い
た

リ
ア

ル
タ

イ
ム

の
船

舶
動

静
情

報
シ

ス
テ

ム
を

開
発

し
て

お
り

、
䈖

䉏
ら

の
社

会
実

験
へ

の
デ

ー
タ

提
供

を
行

っ
た

。

本
省

港
湾

局
港

湾
⚻

済
課

3
.成

長
力

・
国

際
┹

争
力

の
強

化
港

湾
計

画
研

究
室

　
室

長
　

赤
倉

康
寛

䋬
研

究
官

　
安

藤
和

਽
リ

.港
湾

研
究

部
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪼
.港

湾
空

港
γ

.政
策

支
援

㪘
IS

デ
ー

タ
（
衛

星
・
地

上
）
を

活
用

し
た

船
舶

動
静

の
把

握
分

析
（
H

2
3
-
2
5
）

「
港

湾
の

基
本

方
針

」
の

港
湾

⽻
物

量
の

将
来

見
通

し
に

関
わ

る
予

測
モ

デ
ル

開
発

ᚒ
が

国
の

港
湾

の
将

来
計

画
に

つ
い

て
は

、
港

湾
法

に
基

づ
き

港
湾

管
理

者
が

港
湾

計
画

を
策

定
す

る
が

、
䈖

の
港

湾
計

画
を

策
定

す
る

際
に

適
合

す
べ

き
方

針
と

な
る

「
港

湾
の

開
発

、
利

用
及

び
保

全
ਗ

び
に

開
発

保
全

航
路

の
開

発
に

関
す

る
基

本
方

針
」
を

国
土

交
通

大
臣

が
定

め
て

い
る

。
そ

の
中

に
、

1
0
～

1
5
年

後
の

日
本

全
体

の
港

湾
⽻

物
量

及
び

コ
ン

テ
ナ

⽻
物

量
の

見
通

し
が

␜
さ

䉏
て

お
り

、
平

成
1
6
年

秋
に

変
更

さ
䉏

た
港

湾
⽻

物
量

の
見

通
し

が
、

平
成

2
3
年

9
月

に
変

更
さ

䉏
た

。
そ

の
将

来
⽻

物
量

算
定

に
あ

た
り

、
国

総
研

が
開

発
し

た
日

本
を

は
じ

め
と

す
る

世
⇇

の
主

要
国

・
地

域
と

の
⾏

ᤃ
㗵

を
推

計
す

る
⾏

ᤃ
㗵

予
測

ブ
ロ

ッ
ク

と
、

推
計

さ
䉏

た
⾏

ᤃ
㗵

を
も

と
に

港
湾

⽻
物

量
・
コ

ン
テ

ナ
⽻

物
量

な
ど

を
算

定
す

る
港

湾
⽻

物
量

算
定

ブ
ロ

ッ
ク

の
大

き
く
二

つ
か

ら
な

る
ャ

出
入

港
湾

⽻
物

量
推

計
モ

デ
ル

が
活

用
さ

䉏
、

港
湾

局
が

設
定

し
た

将
来

の
㪞

D
P

や
ὑ

ᦧ
を

は
じ

め
と

し
た

ฦ
⒳

の
シ

ナ
リ

オ
設

定
に

基
づ

き
、

2
0
2
0
年

、
2
0
2
5
年

の
ャ

出
入

港
湾

⽻
物

取
ᛒ

量
、

外
⾏

コ
ン

テ
ナ

⽻
物

量
が

推
計

本
省

港
湾

局
計

画
課

3
.成

長
力

・
国

際
┹

争
力

の
強

化

港
湾

シ
ス

テ
ム

研
究

室
　

室
長

ᷰ
部

ን
ඳ

港
湾

研
究

部
　

主
任

研
究

官
井

山
　

❥
港

湾
研

究
部

　
主

任
研

究
官

柴
崎

　
㓉

一

リ
.港

湾
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪼
.港

湾
空

港
ε

.技
術

支
援

港
湾

⽻
物

の
㔛

要
予

測
手

法
の

開
発

（
H

１
䋹

－
２

４
）

リ
オ

設
定

に
基

づ
き

、
2
0
2
0
年

、
2
0
2
5
年

の
ャ

出
入

港
湾

⽻
物

取
ᛒ

量
、

外
⾏

コ
ン

テ
ナ

⽻
物

量
が

推
計

さ
䉏

た
。

港
湾

整
備

事
業

の
⾌

用
対

効
果

分
析

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

策
定

に
関

わ
る

研
究

成
果

の
提

供

よ
り

෩
ᩰ

な
事

業
の

実
施

が
᳞

め
ら

䉏
て

お
り

、
港

湾
整

備
事

業
に

お
け

る
⾌

用
対

効
果

分
析

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

つ
い

て
も

、
よ

り
精

度
の

高
い

㔛
要

の
設

定
や

、
⾌

用
・
ଢ

⋉
の

算
定

に
向

け
て

そ
の

作
業

が
行

わ
䉏

、
平

成
2
3
年

䋶
月

に
改

定
版

が
策

定
さ

䉏
た

。
䈖

の
改

定
に

関
し

て
、

コ
ン

テ
ナ

⽻
物

の
時

間
価

値
の

設
定

に
つ

い
て

、
国

総
研

に
お

い
て

開
発

し
た

‶
†

量
モ

デ
ル

を
用

い
た

国
際

海
上

コ
ン

テ
ナ

⽻
物

流
動

モ
デ

ル
の

時
間

価
値

分
布

の
推

計
結

果
な

ど
を

も
と

に
、

ア
ジ

ア
⽻

物
、

᰷
☨

向
け

の
⽻

物
に

つ
い

て
、

2
0
f㫋

コ
ン

テ
ナ

、
4
0
f㫋

コ
ン

テ
ナ

の
そ

䉏
䈡

䉏
に

つ
い

て
、

コ
ン

テ
ナ

１
個

あ
た

り
の

平
ဋ

的
な

時
間

価
値

が
設

定
さ

䉏
る

䈖
と

と
な

り
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

中
に

原
න

位
と

し
て

盛
り

ㄟ
ま

䉏
た

。

本
省

港
湾

局
計

画
課

5
.行

政
の

効
率

化
及

び
技

術
基

準
の

高
度

化
の

実
現

港
湾

シ
ス

テ
ム

研
究

室
　

室
長

ᷰ
部

ን
ඳ

港
湾

研
究

部
　

主
任

研
究

官
井

山
　

❥

リ
.港

湾
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪼
.港

湾
空

港
ε

.技
術

支
援

港
湾

⽻
物

の
機

関
分

担
・
配

分
モ

デ
ル

の
開

発
（
H

2
0
-
2
3
)

環
境

物
品

等
の

調
達

の
推

進
に

関
す

る
基

本
方

針
の

見
直

し
国

等
に

よ
る

環
境

物
品

等
の

調
達

の
推

進
等

に
関

す
る

法
ᓞ

第
6
᧦

環
境

物
品

等
の

調
達

の
推

進
に

関
す

る
基

本
方

針
（
平

成
2
4
年

2
月

7
日

一
部

変
更

㑑
⼏

決
定

）
大

臣
官

房
技

術
調

査
課

4
.環

境
と

調
和

し
た

社
会

の
実

現

建
設

シ
ス

テ
ム

課
長

　
塚

原
㓉

ᄦ
課

長
⵬

૒
　

市
᧛

　
㕏

光
技

術
基

準
係

長
　

᪢
原

　
೰

道
路

環
境

研
究

室

ル
.総

政
セ

ン
タ

ー

㪘
.法

઎
に

基
づ

く
技

術
基

準
（
法

઎
、

政
઎

、
省

઎
、

๔
␜

）

㫁.そ
の

ઁ
γ

.政
策

支
援

公
共

工
事

の
環

境
⽶

荷
低

減
に

関
す

る
調

査

内
㑑

ᐭ
総

合
科

学
技

術
会

⼏
平

成
2
4
年

度
重

点
施

策
パ

ッ
ケ

ー
ジ

と
し

て
特

定
（
住

宅
・
社

会
資

本
の

ᚢ
⇛

的
⛽

持
管

理
・
更

新
に

よ
る

安
全

性
と

利
ଢ

性
の

向
上

の
実

現
）

内
㑑

ᐭ
総

合
科

学
技

術
会

⼏
で

は
平

成
2
4
年

度
か

ら
、

科
学

技
術

に
関

す
る

予
算

等
の

資
源

配
分

に
つ

い
て

重
点

施
策

パ
ッ

ケ
ー

ジ
を

特
定

し
、

科
学

技
術

関
係

予
算

を
重

点
化

す
る

䈖
と

し
、

国
土

交
通

省
の

重
点

施
策

パ
ッ

ケ
ー

ジ
と

し
て

、
「
住

宅
・
社

会
資

本
の

ᚢ
⇛

的
⛽

持
管

理
・
更

新
に

よ
る

安
全

性
と

利
ଢ

性
の

向
上

の
実

現
（
予

防
保

全
的

管
理

の
た

め
の

点
検

・
監

視
技

術
の

開
発

）
」
が

特
定

さ
䉏

た
（
平

成
2
3

年
1
2
月

）
。

大
臣

官
房

技
術

調
査

課
2
.成

ᾫ
社

会
へ

の
対

応

建
設

シ
ス

テ
ム

課
長

　
塚

原
㓉

ᄦ 同
主

任
研

究
官

　
駒

田
達

広
企

画
部

企
画

課

ル
.総

政
セ

ン
タ

ー
C

.本
省

の
委

員
会

等
資

料
㫁.そ

の
ઁ

γ
.政

策
支

援
社

会
資

本
の

予
防

保
全

的
管

理
の

た
め

の
点

検
・
診

断
技

術
の

開
発

年
月

）
。

52―　　―



施
策

へ
の

反
映

状
況

（
年

報
本

ᢥ
の

タ
イ

ト
ル

名
）

施
策

へ
の

反
映

内
容

連
携

部
局

研
究

基
本

方
針

の
位

置
付

け
担

当
者

及
び

連
携

し
た

研
究

部
・
セ

ン
タ

ー
代

表
研

究
部

施
策

へ
の

反
映

వ
（
国

総
研

の
⽸

₂
の

仕
方

）

分
㊁

３
つ

の
役

割
ゲ

備
考

反
映

の
基

に
な

っ
た

個
別

研
究

課
題

名

ユ
ニ

ッ
ト

プ
ラ

イ
ス

型
積

算
方

式
の

精
度

向
上

・
積

算
基

準
等

の
作

成

ユ
ニ

ッ
ト

プ
ラ

イ
ス

型
積

算
方

式
の

課
題

を
改

良
し

た
新

た
な

積
算

方
式

（
施

工
パ

ッ
ケ

ー
ジ

型
積

算
方

式
）
に

つ
い

て
、

本
方

式
の

効
果

的
・
効

率
的

な
運

用
の

た
め

の
基

本
線

検
討

・
制

度
検

討
・
パ

ッ
ケ

ー
ジ

化
に

઻
䈉

調
査

分
析

作
業

を
行

い
、

標
準

න
価

の
設

定
や

積
算

基
準

等
の

基
準

類
を

改
定

し
た

。

大
臣

官
房

技
術

調
査

課
6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立

総
合

技
術

政
策

研
究

セ
ン

タ
ー

建
設

シ
ス

テ
ム

課
　

課
長

　
塚

原
　

㓉
ᄦ

主
任

研
究

員
　

ศ
田

　
　

ẖ
研

究
官

関
根

㓉
ༀ

ル
.総

政
セ

ン
タ

ー
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㫁.そ
の

ઁ
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

積
算

改
ༀ

検
討

化
に

઻
䈉

調
査

分
析

作
業

を
行

い
、

標
準

න
価

の
設

定
や

積
算

基
準

等
の

基
準

類
を

改
定

し
た

。
研

究
官

関
根

㓉
ༀ

積
算

技
術

係
長

　
大

㊁
　

⌀
Ꮧ

⹦
⚦

設
計

成
果

の
品

質
確

保
策

の
検

討
(᧦

件
明

␜
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
案

の
作

成
）

発
注

者
の

᧦
件

明
␜

の
ㆃ

ᑧ
等

に
よ

る
履

行
期

間
の

࿶
ㄼ

、
作

業
の

手
ᚯ

り
等

を
࿁

避
し

、
業

務
成

果
の

品
質

確
保

を
図

る
た

め
、

᧦
件

明
␜

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

案
を

作
成

し
た

。
ま

た
、

H
2
4
年

度
よ

り
道

路
⹦

⚦
設

計
（
平

面
交

Ꮕ
点

設
計

含
䉃

）
お

よ
び

橋
梁

⹦
⚦

設
計

業
務

の
一

部
に

お
い

て
、

᧦
件

明
␜

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

案
に

基
づ

く
試

行
を

開
ᆎ

す
る

。

大
臣

官
房

技
術

調
査

課
6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立

建
設

シ
ス

テ
ム

課
長

　
塚

原
㓉

ᄦ
課

長
⵬

૒
　

市
᧛

　
㕏

光
技

術
基

準
係

長
　

᪢
原

　
೰

ル
.総

政
セ

ン
タ

ー
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

g.
事

業
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
γ

.政
策

支
援

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
業

務
成

果
の

品
質

確
保

に
関

す
る

検
討

平
成

2
3
年

3
月

1
5
日

に
㑑

⼏
決

定
さ

䉏
た

住
生

活
基

本
法

に
基

づ
く
住

生
活

基
本

計
画

（
全

国
計

画
）
に

お
い

て
、

「
安

全
・
安

ᔃ
で

⼾
か

な
住

生
活

を
支

え
る

生
活

環
境

の
構

築
」
を

達
成

す
る

た
め

の
指

標
と

し
て

「
地

震
時

等
に

⪺
し

く
危

険
な

密
㓸

市
ⴝ

地
の

面
積

」
約

6
0
0
0
㪿

を
平

成
3
2
年

度
ま

で
に

概
ね

解
ᶖ

す

住
宅

局
市

ⴝ
地

建
築

課
、

建
設

⚻
済

研
究

室
　

主
任

研
究

官
ጤ

見
達

਽

「
地

震
時

等
に

⪺
し

く
危

険
な

密
㓸

市
ⴝ

地
」
の

್
断

基
準

作
成

て
「
地

震
時

等
に

⪺
し

く
危

険
な

密
㓸

市
ⴝ

地
の

面
積

」
約

6
㪃0

0
0
㪿
㪸を

平
成

3
2
年

度
ま

で
に

概
ね

解
ᶖ

す
る

䈖
と

が
位

置
づ

け
ら

䉏
た

。
「
地

震
時

等
に

⪺
し

く
危

険
な

密
㓸

市
ⴝ

地
」
の

選
定

に
際

し
て

は
、

ᓥ
来

の
ᑧ

὾
危

険
性

の
指

標
に

ട
え

て
、

新
た

に
閉

Ⴇ
危

険
性

（
建

物
ୟ

壊
に

઻
䈉

道
路

閉
Ⴇ

に
よ

る
避

難
の

困
難

さ
）
の

指
標

や
地

域
特

性
を

踏
ま

え
て

್
断

が
行

わ
䉏

た
。

国
総

研
で

は
、

䈖
䉏

ら
選

定
基

準
の

原
案

作
成

に
ෳ

画
し

た
。

䈖
䉏

ら
の

基
準

に
基

づ
い

て
密

㓸
市

ⴝ
地

の
分

布
の

精
確

な
把

握
が

行
わ

䉏
た

ほ
か

、
目

標
の

達
成

状
況

を
定

量
的

に
把

握
す

る
た

め
の

指
標

と
し

て
੹

後
活

用
さ

䉏
る

。

地
建

築
課

、
都

市
局

都
市

安
全

課
、

筑
波

大
学

、
神

戸
大

学
、

東
京

大
学

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現

究
官

ጤ
見

達
਽

建
設

⚻
済

研
究

室
　

室
長

　
┻

谷
修

一
都

市
開

発
研

究
室

　
主

任
研

究
官

　
ൎ

෶
済

ル
.総

政
セ

ン
タ

ー
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪺
.建

築
・
住

宅
γ

.政
策

支
援

事
業

評
価

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
の

改
良

国
土

交
通

省
所

管
の

個
別

の
公

共
事

業
の

評
価

に
関

す
る

情
報

公
開

の
推

進
と

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
を

図
る

た
め

に
、

平
成

1
6
年

度
か

ら
「
事

業
評

価
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

」
を

管
理

運
用

し
て

い
る

。
平

成
2
3
年

度
は

、
海

上
保

安
庁

所
管

事
業

の
新

規
ㅊ

ട
、

新
規

ណ
ᛯ

時
評

価
の

ክ
⼏

を
行

䈉
第

三
者

委
員

会
の

公
開

資
料

の
リ

ン
ク

の
ㅊ

ട
を

行
䈉

と
と

も
に

、
事

業
評

価
登

録
件

数
の

Ⴧ
ട

、
情

報
技

術
の

進
ዷ

等
に

対
応

大
臣

官
房

技
術

調
査

課
、

公
共

事
業

調
査

室

2
.成

ᾫ
社

会
に

お
け

る
社

会
資

本
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

確
立

建
設

マ
ネ

ジ
ジ

メ
ン

ト
技

術
研

究
室

主
任

研
究

官
大

谷
ᖗ

ル
.総

政
セ

ン
タ

ー
D

.そ
の

ઁ
g.

事
業

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

γ
.政

策
支

援

事
業

評
価

に
関

す
る

調
査

資
料

の
リ

ン
ク

の
ㅊ

ട
を

行
䈉

と
と

も
に

、
事

業
評

価
登

録
件

数
の

Ⴧ
ട

、
情

報
技

術
の

進
ዷ

等
に

対
応

し
た

事
象

を
改

ༀ
す

る
改

良
を

行
っ

た
。

査
室

主
任

研
究

官
大

谷
ᖗ

調
査

・
設

計
等

業
務

に
お

け
る

総
合

評
価

⪭
札

方
式

の
実

施
状

況
（
平

成
2
2
年

度
年

次
報

๔
）

総
合

評
価

⪭
札

方
式

の
普

及
・
拡

大
、

ダ
ン

ピ
ン

グ
防

止
策

、
入

札
契

約
制

度
に

関
す

る
⻉

課
題

に
確

実
に

対
応

す
る

た
め

、
平

成
2
2
年

度
に

総
合

評
価

⪭
札

方
式

に
よ

り
調

達
さ

䉏
た

土
木

、
測

量
、

地
質

調
査

の
業

務
を

対
象

に
、

価
ᩰ

と
品

質
に

よ
る

総
合

的
な

評
価

、
評

価
項

目
の

ណ
用

、
得

点
、

業
務

成
❣

の
状

況
、

課
題

な
ど

に
つ

い
て

分
析

し
た

。
そ

の
結

果
は

、
学

⼂
⚻

験
者

か
ら

構
成

さ
䉏

る
「
調

査
・
設

計
等

分
㊁

に
お

け
る

品
質

確
保

に
関

す
る

ᙣ
⺣

会
」
に

お
い

て
検

討
を

行
っ

た
上

で
、

年
次

報
๔

と
し

て
取

り
ま

と
め

、
平

成
2
3
年

9
月

に
公

表
し

た
。

大
臣

官
房

技
術

調
査

課
5
.行

政
の

効
率

化
及

び
技

術
基

準
の

高
度

化
の

実
現

建
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

技
術

研
究

室 室
長

　
᫪

田
　

康
ᄦ

ル
.総

政
セ

ン
タ

ー
C

.本
省

の
委

員
会

等
資

料
f.
入

札
契

約
ε

.技
術

支
援

調
査

・
設

計
業

務
の

調
達

に
お

け
る

技
術

力
評

価
に

関
す

る
研

究

総
合

評
価

方
式

の
普

及
・
拡

大
、

ダ
ン

ピ
ン

グ
防

止
策

、
入

札
契

約
制

度
に

関
す

る
⻉

課
題

へ
の

確
実

な
資

成
総

⪭
達

事
象

公
共

工
事

に
お

け
る

総
合

評
価

⪭
札

方
式

の
技

術
評

価
の

改
ༀ

に
関

直
ロ

工
事

に
お

け
る

総
合

評
価

方
式

の
実

施
状

況
 （

平
成

2
2
年

度
年

次
報

๔
）

契
対

応
に

資
す

る
䈖

と
を

目
的

に
、

平
成

2
2
年

度
に

総
合

評
価

⪭
札

方
式

に
よ

り
調

達
さ

䉏
た

工
事

を
対

象
に

、
価

ᩰ
と

品
質

に
よ

る
総

合
的

な
評

価
、

技
術

評
価

の
実

施
状

況
、

評
価

項
目

の
ណ

用
状

況
な

ど
に

つ
い

て
分

析
し

た
。

そ
の

結
果

は
、

学
⼂

⚻
験

者
か

ら
構

成
さ

䉏
る

「
総

合
評

価
方

式
の

活
用

・
改

ༀ
等

に
よ

る
品

質
確

保
に

関
す

る
ᙣ

⺣
会

」
に

お
い

て
検

討
を

行
っ

た
上

で
、

年
次

報
๔

と
し

て
取

り
ま

と
め

、
平

成
2
3
 年

9
月

に
公

表
し

た
。

大
臣

官
房

技
術

調
査

課
5
.行

政
の

効
率

化
及

び
技

術
基

準
の

高
度

化
の

実
現

建
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

技
術

研
究

室 主
任

研
究

官
　

ጟ
㊁

　
⒤

ル
.総

政
セ

ン
タ

ー
C

.本
省

の
委

員
会

等
資

料
f.
入

札
契

約
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

札
方

式
の

技
術

評
価

の
改

ༀ
に

関
す

る
調

査

設
計

・
施

工
一

括
発

注
方

式
等

に
お

け
る

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
活

用
に

関
す

る
運

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
案

）

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
等

と
建

設
会

社
の

共
同

体
（
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

）
の

活
用

に
つ

い
て

、
設

計
・
施

工
一

括
発

注
方

式
お

よ
び

⹦
⚦

設
計

付
工

事
発

注
方

式
へ

の
活

用
を

ᔨ
㗡

に
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
あ

り
方

に
つ

い
て

整
理

す
る

と
と

も
に

、
入

札
時

及
び

契
約

後
に

お
い

て
留

意
す

べ
き

事
項

に
つ

い
て

抽
出

・
整

理
を

行
い

、
手

続
き

等
を

と
り

ま
と

め
た

運
用

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
案

）
を

作
成

し
た

。

大
臣

官
房

技
術

調
査

課
5
.行

政
の

効
率

化
及

び
技

術
基

準
の

高
度

化
の

実
現

建
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

技
術

研
究

室
主

任
研

究
官

　
Ꮉ

ୀ
　

⵨
ⴕ

ル
.総

政
セ

ン
タ

ー
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

f.
入

札
契

約
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

公
共

工
事

の
品

質
確

保
の

た
め

の
入

札
・
契

約
方

式
に

関
す

る
調

査

第
三

者
技

術
者

の
活

用
に

関
す

る
運

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
案

）

F
ID

IC
 土

木
工

事
契

約
約

款
に

準
拠

し
た

第
三

者
技

術
者

（
ジ

・
エ

ン
ジ

ニ
ア

）
の

役
割

・
責

任
、

第
三

者
技

術
者

の
選

定
方

法
、

第
三

者
技

術
者

と
受

発
注

者
間

の
手

続
き

に
つ

い
て

整
理

す
る

と
と

も
に

、
受

発
注

者
か

ら
の

ク
レ

ー
ム

の
処

理
方

法
や

紛
争

処
理

の
手

続
き

に
つ

い
て

整
理

し
、

契
約

図
書

や
基

準
類

へ
反

映
す

る
上

で
の

技
術

的
留

意
事

項
等

を
と

り
ま

と
め

た
運

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
案

）
を

作
成

し
た

。

大
臣

官
房

技
術

調
査

課
5
.行

政
の

効
率

化
及

び
技

術
基

準
の

高
度

化
の

実
現

建
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

技
術

研
究

室
主

任
研

究
官

　
吉

田
　

純
土

ル
.総

政
セ

ン
タ

ー
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

f.
入

札
契

約
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

公
共

工
事

の
品

質
確

保
の

た
め

の
入

札
・
契

約
方

式
に

関
す

る
調

査

情
報

化
施

工
の

普
及

・
推

進
施

策
に

関
す

る
通

達
通

達
「
情

報
化

施
工

技
術

を
活

用
し

た
施

工
管

理
及

び
監

督
・
検

査
に

つ
い

て
」
の

発
出

　
（
平

成
2
4
年

３
月

2
9
日

付
　

国
官

技
第

3
4
7
号

　
国

総
公

第
8
5
号

）

大
臣

官
房

 技
術

調
査

課

総
合

政
策

局
公

共
事

業
調

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
情

報
基

盤
研

究
室

ヲ
.高

度
情

報
化

セ
ン

タ
ー

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
g.

事
業

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ⅱ
.技

術
基

準
策

定

情
報

化
施

工
に

お
け

る
デ

ー
タ

の
利

活
用

に
関

す
る

調
査

業
務

公
共

事
業

調
整

企
画

課

情
報

化
施

工
の

普
及

・
推

進
施

策
に

関
す

る
要

領
の

策
定

「
Ｔ

Ｓ
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
舗

装
工

事
編

）
」
の

策
定

　
（
平

成
2
4
年

３
月

）
「
Ｔ

Ｓ
を

用
い

た
出

来
形

管
理

の
監

督
・
検

査
要

領
（
舗

装
工

事
編

）
」
の

策
定

（
平

成
2
4
年

３
月

）

大
臣

官
房

 技
術

調
査

課

総
合

政
策

局
公

共
事

業
調

整
企

画
課

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
情

報
基

盤
研

究
室

ヲ
.高

度
情

報
化

セ
ン

タ
ー

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
g.

事
業

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ⅱ
.技

術
基

準
策

定
情

報
化

施
工

に
お

け
る

デ
ー

タ
の

利
活

用
に

関
す

る
調

査
業

務

「
Ｔ

Ｓ
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
土

工
編

）
」
の

改
訂

（
平

成
2
4
年

３
月

）
大

臣
官

房
 技

術
調

査
課

情
報

化
施

工
の

普
及

・
推

進
施

策
に

関
す

る
要

領
の

改
訂

「
Ｔ

Ｓ
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
土

工
編

）
」
の

改
訂

（
平

成
2
4
年

３
月

）
「
Ｔ

Ｓ
を

用
い

た
出

来
形

管
理

の
監

督
・
検

査
要

領
（
河

川
土

工
編

）
」
の

改
訂

（
平

成
2
4
年

３
月

）
「
Ｔ

Ｓ
を

用
い

た
出

来
形

管
理

の
監

督
・
検

査
要

領
（
道

路
土

工
編

）
」
の

改
訂

（
平

成
2
4
年

３
月

）

術
調

査
課

総
合

政
策

局
公

共
事

業
調

整
企

画
課

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
情

報
基

盤
研

究
室

ヲ
.高

度
情

報
化

セ
ン

タ
ー

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
g.

事
業

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ⅱ
.技

術
基

準
策

定
情

報
化

施
工

に
お

け
る

デ
ー

タ
の

利
活

用
に

関
す

る
調

査
業

務

53―　　―



施
策

へ
の

反
映

状
況

（
年

報
本

ᢥ
の

タ
イ

ト
ル

名
）

施
策

へ
の

反
映

内
容

連
携

部
局

研
究

基
本

方
針

の
位

置
付

け
担

当
者

及
び

連
携

し
た

研
究

部
・
セ

ン
タ

ー
代

表
研

究
部

施
策

へ
の

反
映

వ
（
国

総
研

の
⽸

₂
の

仕
方

）

分
㊁

３
つ

の
役

割
ゲ

備
考

反
映

の
基

に
な

っ
た

個
別

研
究

課
題

名

・
Ｔ

Ｓ
に

よ
る

出
来

形
管

理
に

用
い

る
施

工
管

理
デ

ー
タ

交
換

標
準

(案
)V

㪼
㫉.
4
.0

の
策

定
（
平

成
2
3
年

9
月

）
・
出

来
形

管
理

用
ト

ー
タ

ル
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
機

能
要

᳞
仕

様
書

(案
)（

土
工

編
）
（
施

工
管

理
デ

ー
タ

交
換

標
準

V
㪼
㫉.
4
.0

対
応

）
の

策
定

（
平

成
2
4
年

3
月

）
Ｔ

Ｓ
に

よ
る

出
来

形
管

理
に

用
い

る
施

工
管

理
デ

タ
作

成
Ꮽ

␿
作

成
ソ

フ
ト

ウ
ア

の
機

能
要

᳞
仕

T
S
を

用
い

た
出

来
形

管
理

に
利

用
す

る
ソ

フ
ト

ウ
䉢

ア
に

関
す

る
基

準
類

の
改

訂

・
Ｔ

Ｓ
に

よ
る

出
来

形
管

理
に

用
い

る
施

工
管

理
デ

ー
タ

作
成

・
Ꮽ

␿
作

成
ソ

フ
ト

ウ
䉢

ア
の

機
能

要
᳞

仕
様

書
（
土

工
編

）
（
施

工
管

理
デ

ー
タ

交
換

標
準

V
㪼
㫉.
4
.0

対
応

）
の

策
定

（
平

成
2
4
年

3
月

）
・
出

来
形

管
理

用
ト

ー
タ

ル
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
機

能
要

᳞
仕

様
書

（
舗

装
工

事
編

）
（
施

工
管

理
デ

ー
タ

交
換

標
準

V
㪼
㫉.
4
.0

対
応

）
の

策
定

（
平

成
2
4
年

3
月

）
・
Ｔ

Ｓ
に

よ
る

出
来

形
管

理
に

用
い

る
施

工
管

理
デ

ー
タ

作
成

・
Ꮽ

␿
作

成
ソ

フ
ト

ウ
䉢

ア
の

機
能

要
᳞

仕
様

書
（
舗

装
工

事
編

）
（
施

工
管

理
デ

ー
タ

交
換

標
準

V
㪼
㫉.
4
.0

対
応

）
の

策
定

（
平

成
2
4
年

3
月

）
・
出

来
形

管
理

用
ト

ー
タ

ル
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
機

能
確

⹺
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
(案

)（
施

工
管

理
デ

ー
タ

交
換

標
準

V
㪼
㫉.
2
.0

対
応

）
の

策
定

（
平

成
2
3
年

5
月

）
・
T
S
に

よ
る

出
来

形
管

理
に

用
い

る
施

工
管

理
デ

ー
タ

作
成

・
Ꮽ

␿
作

成
ソ

フ
ト

ウ
䉢

ア
の

機
能

確
⹺

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

(案
)（

施
工

管
理

デ
ー

タ
交

換
標

準
V

㪼
㫉.
2
.0

対
応

）
の

策
定

（
平

成
2
3
年

5
月

）

大
臣

官
房

 技
術

調
査

課

総
合

政
策

局
公

共
事

業
調

整
企

画
課

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
情

報
基

盤
研

究
室

ヲ
.高

度
情

報
化

セ
ン

タ
ー

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
g.

事
業

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ⅱ
.技

術
基

準
策

定
情

報
化

施
工

に
お

け
る

デ
ー

タ
の

利
活

用
に

関
す

る
調

査
業

務

E
V

䍃P
H

V
充

電
施

設
情

報
流

通
仕

様
の

改
定

E
V

䍃P
H

V
充

電
施

設
情

報
流

通
仕

様
（
案

）
V

㪼
㫉.
1
.1

の
公

開
（
平

成
2
4
年

1
月

）
道

路
局

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
情

報
基

盤
研

究
室

ヲ
.高

度
情

報
化

セ
ン

タ
ー

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪸.

道
路

ⅱ
.技

術
基

準
策

定

電
気

自
動

車
等

充
電

施
設

に
関

す
る

地
理

空
間

情
報

流
通

に
関

す
る

検
討

次
世

代
IT

S
に

関
す

る
ീ

強
会

 と
り

ま
と

め
（
本

省
記

者
発

表
）
に

研
究

成
果

を
反

映
平

成
2
4
年

3
月

に
記

者
発

表
さ

䉏
た

「
次

世
代

IT
S
に

関
す

る
ീ

強
会

の
と

り
ま

と
め

」
の

自
動

運
転

の
効

果
と

し
て

、
路

車
連

携
に

よ
る

ᷦ
ṛ

೥
減

効
果

の
試

算
結

果
が

ᒁ
用

さ
䉏

た
。

道
路

局
ＩＴ

Ｓ
推

進
室

5
.地

球
規

模
の

気
୥

変
動

へ
の

対
応

高
度

道
路

交
通

シ
ス

テ
ム

研
究

室
室

長
　

金
Ỉ

　
ᢥ

ᒾ
主

任
研

究
官

　
ဈ

井
　

康
一

ヲ
.高

度
情

報
化

セ
ン

タ
ー

C
.本

省
の

委
員

会
等

資
料

㪸.
道

路
ε

.技
術

支
援

路
車

間
連

携
に

よ
る

道
路

交
通

円
滑

化
対

策
に

関
す

る
検

討

Ფ
年

行
っ

て
い

る
道

路
局

と
☨

国
・
᰷

州
政

ᐭ
と

の
IT

S
に

係
る

二
国

間
会

⼏
に

お
い

て
、

IT
S
の

研
究

内
容

と
し

て
国

総
研

で
の

研
究

内
容

で
あ

る
IT

S
を

活
用

し
た

プ
ロ

ー
ブ

デ
ー

タ
、

自
動

車
技

術
と

連
携

し
た

グ
道

路
局

IT
S
推

高
度

道
路

交
通

シ
ス

テ
ム

研
究

室
ヲ

高
度

情
報

化

路
車

間
連

携
に

よ
る

道
路

交
通

円
滑

化
対

策
に

関
す

る
検

討
プ

ロ
ー

ブ
情

報
の

道
路

交
通

管
理

日
☨

・
日

᰷
二

国
間

協
力

容
国

総
研

研
究

容
あ

る
を

活
用

デ
タ

、
自

動
車

技
術

連
携

サ
グ

部
等

交
通

円
滑

化
等

に
つ

い
て

⚫
੺

さ
䉏

た
。

ま
た

、
日

☨
間

で
は

、
国

総
研

が
研

究
し

て
い

る
「
効

果
評

価
」
「
プ

ロ
ー

ブ
デ

ー
タ

」
に

つ
い

て
、

2
0
1
0
年

1
0
月

に
✦

結
し

た
協

力
ⷡ

書
に

も
と

づ
く
共

同
研

究
テ

ー
マ

と
な

っ
た

。

道
路

局
IT

S
推

進
室

3
.成

長
力

・
国

際
┹

争
力

の
強

化
究

室
室

長
　

金
Ỉ

　
ᢥ

ᒾ
主

任
研

究
官

　
ဈ

井
　

康
一

ヲ
.高

度
情

報
化

セ
ン

タ
ー

D
.そ

の
ઁ

㪸.
道

路
γ

.政
策

支
援

プ
ロ

ー
ブ

情
報

の
道

路
交

通
管

理
へ

の
適

用
に

関
す

る
検

討
プ

ロ
ー

ブ
情

報
等

の
相

੕
利

用
に

関
す

る
シ

ス
テ

ム
検

討

土
砂

災
害

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
基

づ
く
降

雨
と

災
害

発
生

実
❣

の
関

係
に

関
す

る
研

究
成

果
の

提
供

土
砂

災
害

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
⫾

積
さ

䉏
た

災
害

デ
ー

タ
を

基
に

し
た

降
雨

と
災

害
発

生
実

❣
の

関
係

に
関

す
る

研
究

成
果

が
、

「
土

⍹
流

対
策

事
業

の
⾌

用
ଢ

⋉
分

析
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
案

）
」
（
平

成
2
4
年

3
月

、
国

土
交

通
省

水
管

理
・
国

土
保

全
局

砂
防

部
）
の

改
訂

に
お

い
て

反
映

さ
䉏

た
。

水
管

理
・
国

土
保

全
局

砂
防

部
砂

防
計

画
課

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現

危
機

管
理

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

砂
防

研
究

室
室

長
　

ጟ
本

　
敦

主
任

研
究

官
　

内
田

　
太

㇢
研

究
官

　
林

　
⌀

一
㇢

ワ
.危

機
管

理
セ

ン
タ

ー
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪹.
河

川
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

土
砂

災
害

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

検
討

調
査

道
路

局
国

地
震

防
災

研
究

室
　

室
長

　
金

子
正

洋
ワ

危
機

管
理

セ
B

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
ⅱ

技
術

基
準

策
地

震
等

外
力

に
合

理
的

に
対

応
し

道
路

橋
の

耐
震

設
計

に
用

い
る

設
計

地
震

動
の

改
定

道
路

橋
␜

方
書

㸋
耐

震
設

計
編

改
定

　
平

成
2
4
年

2
月

道
路

局
国

道
1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
子

正
洋

地
震

防
災

研
究

室
　

主
任

研
究

官
　

片
ጟ

正
次

㇢

ワ
.危

機
管

理
セ

ン
タ

ー
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪸.
道

路
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

地
震

等
外

力
に

合
理

的
に

対
応

し
た

設
計

・
施

工
・
品

質
管

理
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
（
H

1
5
～

2
0
)

54―　　―



施
策

へ
の

反
映

予
定

状
況

施
策

へ
の

反
映

内
容

連
携

部
局

研
究

基
本

方
針

の
位

置
付

け
担

当
者

及
び

連
携

し
た

研
究

部
・
セ

ン
タ

ー
代

表
研

究
部

施
策

へ
の

反
映

వ
（
国

総
研

の
⽸

₂
の

仕
方

）

分
㊁

３
つ

の
役

割
ゲ

備
考

反
映

の
基

に
な

っ
た

個
別

研
究

課
題

名

「
道

路
環

境
影

響
評

価
の

技
術

手
法

」
の

改
定

環
境

影
響

評
価

法
の

改
正

に
઻

䈉
、

計
画

Ბ
階

環
境

配
慮

（
ᚢ

⇛
ア

セ
ス

、
Ｓ

Ｅ
Ａ

）
や

事
後

調
査

の
実

施
に

関
す

る
技

術
マ

ニ
ュ

ア
ル

と
し

て
、

１
䋰

月
㗃

に
公

開
予

定
で

あ
る

。

本
省

地
方

整
備

局
等

4
.環

境
と

調
和

し
た

社
会

の
実

現

環
境

研
究

部
　

道
路

環
境

研
究

室
　

✛
化

生
態

研
究

室

(独
)土

木
研

究
所

 関
連

䉼
ー

ム

イ
.環

境
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪸.

道
路

ⅱ
.技

術
基

準
策

定

・
道

路
事

業
の

構
ᗐ

Ბ
階

に
お

け
る

環
境

調
査

・
予

測
手

法
の

検
討

・
道

路
事

業
の

工
事

中
・
供

用
後

に
お

け
る

環
境

保
全

ភ
置

の
効

果
把

握
に

関
す

る
検

討

下
水

管
き

ょ
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
調

査
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

下
水

管
き

ょ
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
調

査
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

し
て

、
H

２
５

年
３

月
㗃

に
公

開
予

定
で

あ
る

。
本

省
下

水
道

部
1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
下

水
道

研
究

部
下

水
道

研
究

室
ロ

.下
水

道
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪻.

都
市

（
下

水
道

、
公

園
含

䉃
）

ⅱ
.技

術
基

準
策

定
社

会
資

本
の

予
防

保
全

的
管

理
の

た
め

の
点

検
・
監

視
技

術
の

開
発

Ⴎ
化

ビ
ニ

ル
管

の
劣

化
診

断
基

準
の

作
成

下
水

道
⛽

持
管

理
指

針
改

定
委

員
会

に
、

Ⴎ
化

ビ
ニ

ル
管

の
劣

化
診

断
基

準
を

作
成

し
提

供
す

る
予

定
（
H

２
４

年
度

下
ඨ

期
）
で

あ
る

。
下

水
道

協
会

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
下

水
道

研
究

部
下

水
道

研
究

室
ロ

.下
水

道
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪻.

都
市

（
下

水
道

、
公

園
含

䉃
）

ⅱ
.技

術
基

準
策

定
下

水
管

き
ょ

の
調

査
・
診

断
の

基
準

化
に

関
す

る
研

下
水

道
管

路
施

設
の

周
ㄝ

地
盤

の
液

状
化

に
対

す
る

対
策

方
法

下
水

道
施

設
の

耐
津

波
対

策
の

考
え

方
下

水
道

施
設

耐
震

設
計

指
針

に
反

映
予

定
。

平
成

2
4
年

度
下

ඨ
期

に
中

間
報

๔
と

し
て

発
ೀ

さ
䉏

る
予

定
。

下
水

道
協

会
2
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
下

水
道

研
究

部
下

水
道

研
究

室
ロ

.下
水

道
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪻.

都
市

（
下

水
道

、
公

園
含

䉃
）

ⅱ
.技

術
基

準
策

定
下

水
道

管
路

施
設

の
地

震
対

策
推

進
に

関
す

る
調

査

「
下

水
道

革
新

的
技

術
実

証
事

業
評

価
委

員
会

」
に

お
け

る
実

証
研

究
の

評
価

及
び

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
策

定
（
予

定
）

・
国

土
交

通
省

下
水

道
部

が
設

置
す

る
「
下

水
道

革
新

的
技

術
実

証
事

業
評

価
委

員
会

」
に

お
い

て
、

下
水

道
革

新
的

技
術

実
証

事
業

（
B

-
D

㪘
S
H

）
の

実
証

研
究

の
成

果
を

評
価

（
平

成
2
5
年

3
月

）
。

・
評

価
結

果
を

踏
ま

え
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
策

定
（
～

平
成

2
5
年

度
）

水
管

理
・
国

土
保

全
局

下
水

道
部

下
水

道
企

画
課

5
.地

球
規

模
の

気
୥

変
動

へ
の

対
応

下
水

道
研

究
部

　
下

水
処

理
研

究
室

　
室

長
　

原
田

一
㇢

主
任

研
究

官
　

山
下

洋
正

研
究

官
　

藤
井

都
ᒎ

子

ロ
.下

水
道

研
究

部
D

.そ
の

ઁ
㪻.

都
市

（
下

水
道

、
公

園
含

䉃
）

ε
.技

術
支

援

粘
り

強
く
効

果
を

発
ើ

す
る

海
岸

堤
防

の
構

造
に

つ
い

て
の

留
意

事
項

を
国

総
研

技
術

速
報

と
し

て
整

備
局

・
都

道
ᐭ

県
等

へ
平

成
２

４
年

５
月

に
発

出
し

た

粘
り

強
く
効

果
を

発
ើ

す
る

海
岸

堤
防

の
構

造
に

つ
い

て
の

留
意

事
項

を
国

総
研

技
術

速
報

と
し

て
整

備
局

・
都

道
ᐭ

県
等

へ
平

成
２

４
年

５
月

に
発

出
し

た

水
管

理
・
国

土
保

全
局

海
岸

室
1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
河

川
研

究
部

海
岸

研
究

室
室

長
　

諏
訪

義
雄

主
任

研
究

官
　

ട
藤

ผ
⸠

ハ
.河

川
研

究
部

D
.そ

の
ઁ

㫀.防
災

・
危

機
管

理
ε

.技
術

支
援

安
全

で
快

適
な

自
転

車
利

用
環

境
ഃ

出
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
઒

⒓
）
の

作
成

「
安

全
で

快
適

な
自

転
車

利
用

環
境

の
ഃ

出
に

向
け

た
検

討
委

員
会

」
（
事

務
局

：
本

省
道

路
局

・
⼊

ኤ
庁

交
通

局
）
の

提
⸒

に
基

づ
き

、
道

路
管

理
者

や
都

道
ᐭ

県
⼊

ኤ
が

自
転

車
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
の

作
成

や
そ

の
整

備
、

通
行

ル
ー

ル
の

ᔀ
ᐩ

等
を

進
め

る
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

と
し

て
、

ᄐ
㗃

に
公

開
予

定
で

あ
る

。

本
省

・
⼊

ኤ
庁

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
道

路
研

究
部

道
路

研
究

室
道

路
空

間
高

度
化

研
究

室
ニ

.道
路

研
究

部
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪸.
道

路
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

自
転

車
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

安
全

性
評

価
に

係
る

検
討

道
路

橋
に

係
る

点
検

要
領

(案
)の

充
実

直
ロ

道
路

橋
（
約

２
䋮

２
ਁ

橋
）
の

定
期

点
検

結
果

を
分

析
し

、
ೋ

期
៊

்
を

含
䉃

៊
்

の
発

生
及

び
進

行
の

実
態

を
把

握
し

た
。

そ
の

成
果

は
、

・
橋

梁
定

期
点

検
要

領
(案

)の
改

定
案

に
反

映
予

定
で

あ
る

。
(年

度
内

)
・
鋼

橋
の

疲
労

៊
்

に
関

す
る

特
定

点
検

要
領

(案
)(
઒

⒓
)の

原
案

に
基

づ
き

、
一

部
で

試
行

開
ᆎ

予
定

で
あ

る
。

（
秋

㗃
）

道
路

局
2
.成

ᾫ
社

会
へ

の
対

応
道

路
構

造
物

管
理

研
究

室
ニ

.道
路

研
究

部
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪸.
道

路
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

・
道

路
橋

点
検

体
系

の
合

理
化

・
標

準
化

・
高

度
化

に
関

す
る

調
査

検
討 ・
道

路
橋

の
将

来
状

態
予

測
手

法
及

び
道

路
構

造
物

⟲
の

機
能

状
態

評
価

手
法

に
関

す
る

調
査

検
討

津
波

防
災

地
域

づ
く
り

法
に

基
づ

く
特

別
⼊

ᚓ
区

域
内

の
建

築
⸵

可
に

係
る

技
術

基
準

の
策

定
津

波
防

災
地

域
づ

く
り

法
に

基
づ

き
、

同
法

に
規

定
す

る
特

別
⼊

ᚓ
区

域
内

に
お

け
る

建
築

物
の

建
築

の
⸵

可
に

係
る

技
術

基
準

๔
␜

を
定

め
る

（
6
月

予
定

）
本

省
1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
建

築
研

究
部

基
準

⹺
証

シ
ス

テ
ム

研
究

室
ホ

.建
築

研
究

部

㪘
.法

઎
に

基
づ

く
技

術
基

準
（
法

઎
、

政
઎

、
省

઎
、

๔
␜

）

㪺
.建

築
・
住

宅
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

建
築

基
準

の
運

用
状

況
の

実
態

把
握

等
に

関
す

る
基

␆
的

研
究

（
そ

の
２

）

⭯
板

軽
量

形
鋼

造
に

係
る

技
術

基
準

の
見

直
し

建
築

基
準

法
に

基
づ

く
⭯

板
軽

量
形

鋼
造

に
係

る
技

術
基

準
に

つ
い

て
、

階
数

制
㒢

の
合

理
化

、
耐

力
壁

の
構

造
の

合
理

化
及

び
ઁ

の
構

造
と

の
混

構
造

建
築

物
の

構
造

計
算

の
合

理
化

等
の

見
直

し
等

を
行

䈉
。

本
省

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
建

築
研

究
部

基
準

⹺
証

シ
ス

テ
ム

研
究

室
ホ

.建
築

研
究

部

㪘
.法

઎
に

基
づ

く
技

術
基

準
（
法

઎
、

政
઎

、
省

઎
、

๔
␜

）

㪺
.建

築
・
住

宅
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

建
築

基
準

の
運

用
状

況
の

実
態

把
握

等
に

関
す

る
基

␆
的

研
究

（
そ

の
２

）

建
築

設
備

の
構

造
耐

力
上

安
全

な
構

造
方

法
に

係
る

技
術

基
準

の
見

直
し

建
築

基
準

法
に

基
づ

く
建

築
設

備
の

構
造

耐
力

上
安

全
な

構
造

方
法

に
係

る
技

術
基

準
に

つ
い

て
、

電
気

給
ḡ

器
等

の
転

ୟ
防

止
ភ

置
に

つ
い

て
明

確
化

す
る

た
め

の
見

直
し

を
行

䈉
。

本
省

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
建

築
研

究
部

基
準

⹺
証

シ
ス

テ
ム

研
究

室
ホ

.建
築

研
究

部

㪘
.法

઎
に

基
づ

く
技

術
基

準
（
法

઎
、

政
઎

、
省

઎
、

๔
␜

）

㪺
.建

築
・
住

宅
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

建
築

基
準

の
運

用
状

況
の

実
態

把
握

等
に

関
す

る
基

␆
的

研
究

（
そ

の
２

）

ᄤ
井

⣕
⪭

対
策

に
つ

い
て

の
技

術
基

準
の

策
定

東
日

本
大

震
災

に
お

け
る

ᄤ
井

⣕
⪭

被
害

を
踏

ま
え

、
⣕

⪭
防

止
の

た
め

の
技

術
基

準
を

作
成

す
る

。
本

省
1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
建

築
研

究
部

基
準

⹺
証

シ
ス

テ
ム

研
究

室
ホ

.建
築

研
究

部
D

.そ
の

ઁ
㪺
.建

築
・
住

宅
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

国
総

研
　

建
築

構
造

基
準

委
員

会
等

に
よ

る
検

討

施
策

へ
の

反
映

一
覧

表
（
平

成
2
4
年

度
એ

降
）

55―　　―



施
策

へ
の

反
映

予
定

状
況

施
策

へ
の

反
映

内
容

連
携

部
局

研
究

基
本

方
針

の
位

置
付

け
担

当
者

及
び

連
携

し
た

研
究

部
・
セ

ン
タ

ー
代

表
研

究
部

施
策

へ
の

反
映

వ
（
国

総
研

の
⽸

₂
の

仕
方

）

分
㊁

３
つ

の
役

割
ゲ

備
考

反
映

の
基

に
な

っ
た

個
別

研
究

課
題

名

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

⪭
下

対
策

に
つ

い
て

の
技

術
基

準
の

策
定

東
日

本
大

震
災

に
お

け
る

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

⪭
下

被
害

を
踏

ま
え

、
⪭

下
防

止
の

た
め

の
技

術
基

準
を

作
成

す
る

。
本

省
1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
建

築
研

究
部

基
準

⹺
証

シ
ス

テ
ム

研
究

室
ホ

.建
築

研
究

部
D

.そ
の

ઁ
㪺
.建

築
・
住

宅
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

国
総

研
　

建
築

構
造

基
準

委
員

会
等

に
よ

る
検

討

総
合

評
価

方
式

の
運

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

改
定

平
成

２
３

年
度

の
公

共
工

事
に

お
け

る
総

合
評

価
方

式
の

改
ༀ

に
と

も
な

䈉
、

運
用

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
改

定
と

し
て

、
第

３
྾

ඨ
期

㗃
に

公
開

予
定

で
あ

る
。

本
省

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立

総
合

技
術

政
策

研
究

セ
ン

タ
ー

建
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

技
術

研
究

室

ル
.総

政
セ

ン
タ

ー
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㫁.そ
の

ઁ
ε

.技
術

支
援

山
地

河
道

に
お

け
る

流
砂

水
ᢥ

観
測

の
手

ᒁ
き

（
案

）
の

作
成

河
川

・
砂

防
技

術
基

準
（
調

査
編

）
（
平

成
2
4
年

度
改

訂
予

定
、

国
土

交
通

省
水

管
理

・
国

土
保

全
局

）
の

改
訂

に
と

も
な

い
、

山
地

河
道

に
お

け
る

流
砂

水
ᢥ

観
測

に
お

け
る

考
え

方
や

手
法

等
を

と
り

ま
と

め
た

「
山

地
河

道
に

お
け

る
流

砂
水

ᢥ
観

測
の

手
ᒁ

き
（
案

）
」
を

作
成

し
、

䋶
月

㗃
に

公
開

予
定

で
あ

る
。

手
ᒁ

き
（
案

）
に

基
づ

き
全

国
の

流
砂

量
観

測
が

実
施

さ
䉏

ᆎ
め

て
い

る
。

本
省

1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現
危

機
管

理
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
砂

防
研

究
室

ワ
.危

機
管

理
セ

ン
タ

ー
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪹.
河

川
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

流
砂

量
観

測
デ

ー
タ

に
基

づ
く
河

床
変

動
へ

の
影

響
評

価
手

法
の

高
度

化
に

関
す

る
検

討

耐
震

設
計

ଢ
覧

の
作

成
平

成
2
4
年

2
月

に
改

定
さ

䉏
た

道
路

橋
␜

方
書

㸋
耐

震
設

計
編

の
規

定
を

⵬
ቢ

す
る

ෳ
考

図
書

と
し

て
、

䋹
月

એ
降

に
発

ೀ
予

定
で

あ
る

。
本

省
1
.安

全
・
安

ᔃ
な

社
会

の
実

現

危
機

管
理

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

地
震

災
害

研
究

官
　

運
上

茂
樹 地

震
防

災
研

究
室

　
片

ጟ
正

次
㇢

ワ
.危

機
管

理
セ

ン
タ

ー
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪸.
道

路
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

道
路

構
造

物
に

作
用

す
る

Ꮒ
大

地
震

の
地

震
動

・
津

波
外

力
の

検
討

（
H

2
3
⵬

正
)

道
路

基
準

点
の

整
備

・
⛽

持
更

新
要

領
（
案

）
の

策
定

ᓥ
来

の
「
道

路
基

準
点

の
整

備
方

針
（
案

）
」
に

⛽
持

更
新

に
関

す
る

内
容

等
を

ട
え

て
、

「
道

路
基

準
点

の
整

備
・
⛽

持
更

新
要

領
（
案

）
」
と

し
て

、
䋷

月
એ

降
に

改
定

を
行

䈉
予

定
。

道
路

局
6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
高

度
情

報
化

研
究

セ
ン

タ
ー

情
報

基
盤

研
究

室
ヲ

.高
度

情
報

化
セ

ン
タ

ー
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪸.
道

路
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

道
路

基
盤

地
図

情
報

の
⛽

持
更

新
・
統

合
管

理
手

法
に

関
す

る
検

討

次
期

東
京

湾
再

生
の

た
め

の
行

動
計

画
東

京
湾

再
生

の
た

め
の

行
動

計
画

（
平

成
1
5
-
2
4
年

度
)の

⚳
ੌ

に
と

も
な

い
、

次
期

行
動

計
画

の
策

定
に

関
し

て
政

策
ഥ

⸒
を

行
䈉

。
計

画
案

は
平

成
2
4
年

1
2
月

㗃
に

公
開

予
定

で
あ

る
。

本
省

、
関

東
地

方
整

備
局

4
.環

境
と

調
和

し
た

社
会

の
実

現
沿

岸
海

洋
・
防

災
研

究
部

沿
岸

海
洋

新
技

術
研

究
官

海
洋

環
境

研
究

室

䉼
.沿

岸
海

洋
・

防
災

研
究

部
D

.そ
の

ઁ
㪼
.港

湾
空

港
γ

.政
策

支
援

沿
岸

域
に

お
け

る
包

括
的

環
境

計
画

・
管

理
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
研

究
海

ㄝ
の

自
然

再
生

の
た

め
の

計
画

立
案

と
管

理
技

術
に

関
す

る
研

究
沿

岸
域

の
統

合
的

管
理

に
よ

る
港

湾
環

境
の

保
全

・
再

生
に

関
す

る
研

究

環
境

整
備

船
の

効
率

的
運

用
新

シ
ス

テ
ム

開
発

に
対

す
る

研
究

成
果

提
供

関
東

地
整

東
京

湾
環

境
整

備
船

の
効

率
的

運
用

シ
ス

テ
ム

の
中

の
新

た
な

䉯
ミ

㓸
積

域
予

測
シ

ス
テ

ム
開

発
に

反
映

䋮
年

度
内

の
予

定
䋮

本
省

・
関

東
地

方
整

備
局

4
.環

境
と

調
和

し
た

社
会

の
実

現
沿

岸
海

洋
・
防

災
研

究
部

沿
岸

域
シ

ス
テ

ム
研

究
室

䉼
.沿

岸
海

洋
・

防
災

研
究

部
D

.そ
の

ઁ
㪼
.港

湾
空

港
ε

.技
術

支
援

短
波

海
洋

レ
ー

ダ
に

基
づ

く
ṫ

流
䉯

ミ
量

分
布

予
測

に
関

す
る

研
究

コ
ン

テ
ナ

物
流

シ
ス

テ
ム

（
C

㫆
㫃㫀㫅

㫊）
及

び
港

湾
手

続
支

援
シ

ス
テ

ム
へ

の
㪘

IS
リ

ア
ル

タ
イ

ム
デ

ー
タ

の
提

供
コ

ン
テ

ナ
物

流
シ

ス
テ

ム
（
C

㫆
㫃㫀㫅

㫊）
及

び
港

湾
手

続
支

援
シ

ス
テ

ム
へ

の
㪘

IS
リ

ア
ル

タ
イ

ム
デ

ー
タ

の
提

供
を

H
2
3
年

度
に

ᒁ
き

続
き

行
䈉

予
定

で
あ

る
。

本
省

3
.成

長
力

・
国

際
┹

争
力

の
強

化
港

湾
研

究
部

港
湾

計
画

研
究

室
リ

.港
湾

研
究

部
D

.そ
の

ઁ
㪼
.港

湾
空

港
γ

.政
策

支
援

㪘
IS

デ
ー

タ
（
衛

星
・
地

上
）
を

活
用

し
た

船
舶

動
静

の
把

握
分

析
（
H

2
3
-
2
5
）

「
港

湾
・
空

港
等

整
備

に
お

け
る

リ
サ

イ
ク

ル
技

術
指

針
」
の

一
部

改
定

港
湾

・
空

港
等

整
備

に
お

け
る

リ
サ

イ
ク

ル
材

の
活

用
に

関
し

て
平

成
1
5
年

度
に

策
定

さ
䉏

た
、

「
港

湾
・

空
港

等
の

整
備

に
お

け
る

リ
サ

イ
ク

ル
技

術
指

針
」
（
平

成
1
6
年

3
月

：
港

湾
・
空

港
等

リ
サ

イ
ク

ル
推

進
協

⼏
会

）
の

一
部

改
定

（
材

料
評

価
の

更
新

）
と

し
て

、
平

成
2
4
年

3
月

に
国

土
交

通
省

H
P

に
公

開
し

、
平

成
２

４
年

４
月

１
日

か
ら

適
用

。
㪿
㫋㫋

㫇㪑
㪆
㪆
㫎

㫎
㫎

.㫄
㫃㫀㫋

.g
㫆
.㫁㫇

㪆
㫂㫆

㫎
㪸㫅

㪆
㫂㫆

㫎
㪸㫅

㪶f
㫉6

㪶0
0
0
0
1
0
.㪿

㫋㫄
㫃

本
省

港
湾

局
技

術
監

理
室

4
.環

境
と

調
和

し
た

社
会

の
実

現
港

湾
研

究
部

港
湾

施
工

シ
ス

テ
ム

課
リ

.港
湾

研
究

部
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪼
.港

湾
空

港
ε

.技
術

支
援

改
定

作
業

の
主

務
は

技
術

監
理

室
。

当
課

は
リ

サ
イ

ク
ル

材
の

技
術

評
価

検
討

を
担

当
し

、
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

港
湾

⺧
⽶

工
事

積
算

基
準

改
定

案
の

作
成

国
土

交
通

省
港

湾
局

は
、

港
湾

・
海

岸
工

事
等

の
積

算
価

ᩰ
の

算
出

を
適

正
に

行
䈉

た
め

、
「
港

湾
⺧

⽶
工

事
積

算
基

準
」
を

定
め

て
い

る
。

䈖
の

積
算

基
準

は
、

社
会

情
勢

の
変

化
、

施
工

環
境

の
変

化
に

ㄦ
速

か
つ

適
切

に
対

応
す

る
た

め
、

Ფ
年

、
施

工
実

態
等

を
調

査
䍃分

析
し

、
所

要
の

改
定

を
行

っ
て

い
る

。
平

成
2
3
年

度
は

、
港

湾
䍃海

岸
工

事
、

船
舶

䍃機
械

製
造

修
理

工
事

、
及

び
調

査
設

計
業

務
に

つ
い

て
、

施
工

情
報

調
査

や
間

接
工

事
⾌

等
調

査
、

お
よ

び
整

理
䍃解

析
を

行
い

、
䈖

䉏
ら

の
結

果
を

基
に

、
現

行
積

算
基

準
と

施
工

実
態

と
に

開
き

の
見

ら
䉏

る
工

⒳
に

つ
い

て
見

直
し

を
行

い
、

積
算

基
準

改
定

案
と

し
て

と
り

ま
と

め
た

。
䈖

䉏
を

基
に

、
国

土
交

通
省

港
湾

局
で

は
、

平
成

2
4
年

3
月

「
港

湾
⺧

⽶
工

事
積

算
基

準
」
（
改

定
）
と

し
て

公
表

し
、

平
成

２
４

年
４

月
よ

り
運

用
を

開
ᆎ

し
た

。

本
省

港
湾

局
6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
積

算
支

援
業

務
課

カ
.管

理
調

整
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪼
.港

湾
空

港
ε

.技
術

支
援

港
湾

工
事

の
積

算
基

準
に

関
す

る
調

査

港
湾

⺧
⽶

工
事

積
算

シ
ス

テ
ム

の
機

能
改

良
国

土
交

通
省

港
湾

局
は

、
港

湾
䍃海

岸
工

事
等

の
積

算
価

ᩰ
の

算
出

を
適

正
に

行
䈉

た
め

、
「
港

湾
⺧

⽶
工

事
積

算
基

準
」
を

定
め

て
い

る
。

䈖
の

積
算

基
準

を
基

に
、

積
算

業
務

の
効

率
化

を
目

的
と

し
て

港
湾

⺧
⽶

工
事

積
算

シ
ス

テ
ム

が
構

築
さ

䉏
て

い
る

。
そ

の
シ

ス
テ

ム
の

機
能

改
良

・
機

能
向

上
を

行
っ

た
。

国
土

交
通

省
港

湾
局

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
積

算
支

援
業

務
課

カ
.管

理
調

整
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪼
.港

湾
空

港
ε

.技
術

支
援

港
湾

工
事

の
積

算
基

準
に

関
す

る
調

査
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施
策

へ
の

反
映

予
定

状
況

施
策

へ
の

反
映

内
容

連
携

部
局

研
究

基
本

方
針

の
位

置
付

け
担

当
者

及
び

連
携

し
た

研
究

部
・
セ

ン
タ

ー
代

表
研

究
部

施
策

へ
の

反
映

వ
（
国

総
研

の
⽸

₂
の

仕
方

）

分
㊁

３
つ

の
役

割
ゲ

備
考

反
映

の
基

に
な

っ
た

個
別

研
究

課
題

名

船
舶

お
よ

び
機

械
器

ౕ
等

の
៊

料
算

定
基

準
改

定
案

の
作

成

国
土

交
通

省
港

湾
局

お
よ

び
航

空
局

は
、

港
湾

土
木

⺧
⽶

工
事

や
測

量
・
土

質
調

査
業

務
等

の
積

算
価

ᩰ
の

算
出

を
適

正
に

行
䈉

た
め

、
「
船

舶
お

よ
び

機
械

器
ౕ

等
の

៊
料

算
定

基
準

」
を

制
定

し
て

い
る

。
平

成
2
3
年

度
は

、
作

業
船

等
の

船
舶

基
␆

情
報

（
船

名
、

規
ᩰ

、
⾼

入
価

ᩰ
等

）
、

船
舶

Ⓙ
௛

情
報

（
運

転
時

間
、

日
数

等
）
お

よ
び

船
舶

⛽
持

修
理

情
報

（
定

期
修

理
⾌

等
）
等

を
調

査
、

⻉
数

値
の

解
析

を
行

い
、

៊
料

算
定

基
準

改
定

案
を

作
成

し
た

。
䈖

䉏
を

基
に

、
国

土
交

通
省

港
湾

局
お

よ
び

航
空

局
は

、
平

成
2
4

年
3
月

「
៊

料
算

定
基

準
の

改
定

」
と

し
て

公
表

し
、

平
成

２
４

年
４

月
よ

り
運

用
を

開
ᆎ

し
た

。

本
省

港
湾

局
航

空
局

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
積

算
支

援
業

務
課

カ
.管

理
調

整
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪼
.港

湾
空

港
ε

.技
術

支
援

港
湾

工
事

の
船

舶
等

៊
料

に
関

す
る

調
査

一
部

改
良

し
た

空
港

⺧
⽶

工
事

積
算

シ
ス

テ
ム

の
利

用
者

へ
の

提
供

空
港

⺧
⽶

工
事

積
算

シ
ス

テ
ム

の
改

良
（
平

成
２

４
年

４
月

）
本

省
航

空
局

空
港

安
全

・
保

安
対

策
課

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
空

港
研

究
部

空
港

施
工

シ
ス

テ
ム

室
䊇

.空
港

研
究

部
D

.そ
の

ઁ
㪼
.港

湾
空

港
ε

.技
術

支
援

空
港

土
木

積
算

シ
ス

テ
ム

の
開

発
・
改

良

空
港

⺧
⽶

工
事

積
算

基
準

（
平

成
２

４
年

度
改

訂
版

）
へ

の
反

映
空

港
⺧

⽶
工

事
積

算
基

準
改

訂
（
平

成
２

４
年

４
月

）
本

省
航

空
局

空
港

安
全

・
保

安
対

策
課

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
空

港
研

究
部

空
港

施
工

シ
ス

テ
ム

室
䊇

.空
港

研
究

部
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪼
.港

湾
空

港
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

空
港

土
木

工
事

共
通

仕
様

書
及

び
積

算
基

準
改

訂
に

関
す

る
調

査

空
港

土
木

工
事

共
通

仕
様

書
（
平

成
２

４
年

度
改

訂
版

）
へ

の
反

映
空

港
土

木
工

事
共

通
仕

様
書

改
訂

(平
成

２
４

年
４

月
）

本
省

航
空

局
空

港
安

全
・
保

安
対

策
課

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
空

港
研

究
部

空
港

施
工

シ
ス

テ
ム

室
䊇

.空
港

研
究

部
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪼
.港

湾
空

港
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

空
港

土
木

工
事

共
通

仕
様

書
及

び
積

算
基

準
改

訂
に

関
す

る
調

査

空
港

土
木

施
設

構
造

設
計

要
領

（
一

部
改

訂
版

）
へ

の
反

映
空

港
土

木
施

設
構

造
設

計
要

領
改

訂
(平

成
２

４
年

４
月

）
本

省
航

空
局

空
港

安
全

・
保

安
対

策
課

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
空

港
研

究
部

空
港

施
工

シ
ス

テ
ム

室
䊇

.空
港

研
究

部
B

.ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
指

針
等

㪼
.港

湾
空

港
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

空
港

土
木

技
術

基
準

改
訂

に
関

す
る

調
査

一
部

改
良

し
た

空
港

施
設

Ｃ
Ａ

䌌
Ｓ

の
利

用
者

へ
の

提
供

空
港

施
設

Ｃ
Ａ

䌌
Ｓ

の
改

良
（
平

成
２

４
年

４
月

）
本

省
航

空
局

空
港

安
全

・
保

安
対

策
課

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
空

港
研

究
部

空
港

施
工

シ
ス

テ
ム

室
䊇

.空
港

研
究

部
D

.そ
の

ઁ
㪼
.港

湾
空

港
ε

.技
術

支
援

空
港

施
設

C
㪘

㪣
S
シ

ス
テ

ム
の

開
発

開
発

ቢ
ੌ

し
た

空
港

舗
装

Ꮌ
࿁

点
検

等
支

援
シ

ス
テ

ム
の

利
用

者
へ

の
提

供
空

港
舗

装
Ꮌ

࿁
点

検
等

支
援

シ
ス

テ
ム

の
開

発
、

直
ロ

空
港

へ
の

試
行

ዉ
入

本
省

航
空

局
空

港
安

全
・
保

安
対

策
課

6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
空

港
研

究
部

空
港

施
工

シ
ス

テ
ム

室
䊇

.空
港

研
究

部
D

.そ
の

ઁ
㪼
.港

湾
空

港
ε

.技
術

支
援

空
港

舗
装

予
防

保
全

情
報

シ
ス

テ
ム

の
開

発

空
港

舗
装

設
計

要
領

の
改

訂
空

港
舗

装
設

計
要

領
一

部
改

訂
（
平

成
2
4
年

4
月

）
本

省
6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
空

港
施

設
研

究
室

䊇
.空

港
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪼
.港

湾
空

港
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

構
造

設
計

法
の

高
度

化
検

討

空
港

舗
装

⵬
修

要
領

の
改

訂
空

港
舗

装
⵬

修
要

領
一

部
改

訂
（
平

成
2
4
年

4
月

）
本

省
6
.国

づ
く
り

を
支

え
る

総
合

的
な

手
法

の
確

立
空

港
施

設
研

究
室

䊇
.空

港
研

究
部

B
.ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
㪼
.港

湾
空

港
ⅱ

.技
術

基
準

策
定

材
料

性
能

に
基

づ
く
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
を

考
慮

し
た

空
港

舗
装

設
計

手
法

高
度

化
に

関
す

る
研

究

57―　　―



1 地理空間情報プラットフォームの構築に関する研究 情報研究官
情報基盤

国土地理院、東京大学

2 陸域観測技術衛星「だいち」による土砂災害監視手法
の開発に関する研究

砂防 (独)宇宙航空研究開発機構

3 モルタル外壁の長期性能と評価に関する研究 構造基準 東海大学､東京理科大学､広島大学､(社)日本左官業組合連合会､
（社）日本木造住宅産業協会､（社）日本ツーバイフォー建築協会､
NPO法人 湿式仕上技術センター､関東メタルラス工業組合､近畿メタ
ルラス工業組合､日本自動釘打機ステープル工業会､日本防水材料
連合会､日本粘着テープ工業会､透湿防水シート協会

4 ICタグを活用したコンクリート製造過程におけるトレー
サビリティ確保技術に関する研究

住宅生産 広島大学、建築研究所、東京都生コンクリート工業組合、神奈川県
生コンクリート工業組合、埼玉県生コンクリート工業組合、千葉県生
コンクリート工業組合、茨城県生コンクリート工業組合

5 鋼コンクリート合成床版の疲労耐久性評価手法の信頼
性向上に関する研究

道路構造物管理 大阪工業大学、九州工業大学、(株)東京鐵骨橋梁、(株)巴コーポ
レーション、川田工業(株)、片山ストラテック(株)、(株)ＩＨＩインフラシス
テム、三井造船(株)、(株)駒井ハルテック、三菱重工鉄構エンジニア
リング(株)、ＪＦＥエンジニアリング(株)、宮地エンジニアリング(株)、
(株)横河ブリッジホールディングス、(株)横河住金ブリッジ、日鉄ト
ピーブリッジ(株)、日立造船(株)、宇部興産機械(株)

6 DSRC通信を利用した車利用型EMV決済に関する研究 高度道路交通シス
テム

アマノ(株)、沖電気工業(株) 、JVC・ケンウッド・ホールディングス
（株）、(株)東芝、パイオニア(株)

7 ゼロエネルギー住宅に関する研究 建築研究部
住宅研究部

建築研究所、一般社団法人日本サステナブル・ビルディング・コン
ソーシアム

8 国土交通省ＭＰレーダネットワークデータを用いた定量
的降雨量推定手法の高度化と検証に関する研究

河川研究部 （独）防災科学技術研究所

9 ボックスカルバートの設計基準に関する研究 道路研究部 （独）土木研究所

10 ＥＶ・ＰＨＶ充電施設に関する地理空間情報流通に関す
る研究

高度情報化セン
ター

（株）ＩＭＪモバイル、国際航業（株）、住友電工システムソリューション
（株）、日産自動車（株）、日信電子サービス（株）、三菱自動車工業
（株）、パイオニア（株）、三菱電機（株）

11 竜巻等の突風による被害調査に関する研究 総合技術政策研
究ｾﾝﾀｰ

（独）建築研究所、気象庁気象研究所、学校法人東京工芸大学

12 海岸保全における砂袋詰め工の性能評価技術に関す
る研究

河川研究部 ナカダ産業（株）、前田工繊（株）、三井化学産資（株）

13 土砂災害防止のための情報提供のあり方及び基本情
報共有に関する研究

危機管理技術研
究センター

筑波大学

14 管路施設の更生工法に関する５年供用時モニタリング
試験

下水道研究部 （社）日本下水道協会

15 ＰＣ橋の多様化に対応した持続荷重の影響評価手法に
関する共同研究協定書

道路研究部 （社）プレストレスト・コンクリート建設業協会

16 閉鎖性水域における環境影響評価に関する研究 沿岸海洋・防災研
究部
海洋環境研究室

国立大学法人北見工業大学

17 衛星ＡＩＳデータの解析ソフト開発及び有効性評価に関
する研究

港湾研究部
港湾計画研究室

(財)港湾空間高度化環境研究センター（株）ＩHＩ

18 土木施設の被害推測を目指した強震動情報の即時共
有と活用に関する研究

地震防災研究室 （独）防災科学技術研究所

19 建築物の耐震性能評価技術の高度化に向けた地震観
測記録の活用方法に関する研究

建築研究部 （独）都市再生機構

20 木造住宅の耐久性向上に関わる建物外皮の構造・仕
様とその評価に関する研究

建築研究部
住宅研究部

（指定）
東海大学、東洋大学、関東学院大学、筑波大学、東京都市大学、東
京大学、東京理科大学、早稲田大学、ものづくり大学、横浜国立大
学、独立行政法人 建築研究所、(社)日本木造住宅産業協会、(社)
全国中小建築工事業団体連合会、(社)全日本瓦工事業連盟、(社)
日本金属屋根協会、(社)日本建築板金協会、(社)日本左官業組合
連合会、NPO法人湿式仕上技術センター、NPO法人住宅外装テク
ニカルセンター、一般財団法人中小建設業住宅センター、一般社団
法人住宅瑕疵担保責任保険協会、一般社団法人日本防水材料連
合会
（公募）
近畿大学、日本合板工業組合連合会、(株)受託検査保証協会、全
国陶器瓦工業組合連合会、透湿ルーフィング協会、屋根換気メー
カー協会

共同研究実施一覧(平成23年度）

研究室名 相　　手　　方番号 共  同  研  究  課  題  名

別紙３
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研究室名 相　　手　　方番号 共  同  研  究  課  題  名

21 下水道管きょの効率的な点検調査技術に関する研究 下水道研究部
下水道研究室

(株)環境総合テクノス、管清工業(株)、(株)カンツール

22 超高力ボルト材料の耐久性等の品質水準に関する研
究

道路研究部
道路構造物管理
研究室

新日本製鐵(株)、(株)NSボルテン、大阪市立大学

23 高強度鉄筋コンクリート及び超高力ボルトの一般橋梁
も含めた適用性に関する研究

道路研究部
道路構造物管理
研究室

（独）土木研究所

24 発生汚泥の農地還元を考慮した超省エネ型ハイブリッ
ド下水処理システムの研究

下水道研究部
下水処理研究室

東京理科大学

25 電気自動車の走行中非接触給電に関する研究 高度情報化研究セ
ンター
情報基盤研究室

東京大学

26 建築物の環境及び設備の技術基準及び性能評価に関
する研究

建築研究部
環境・設備基準研
究室

（独）建築研究所

27 建築物の火災安全に対する性能基準の明確化に関す
る研究

建築研究部
防火基準研究室

（独）建築研究所

28 災害に強い建築物の整備に資する構造性能評価技術
に関する研究

建築研究部
構造基準研究室

（独）建築研究所

29 建築材料・部材の品質確保のための性能評価技術に
関する研究

建築研究部
構造基準研究室

（独）建築研究所

30 大規模木造建築物の防火基準の整備に関する研究 建築研究部
防火基準研究室

早稲田大学、秋田県立大学、三井ホーム(株)、住友林業(株)、(株)現
代計画研究所

31 良好な住宅・住環境の形成及び安全で快適な都市づく
りの推進に関する研究

住宅研究部、都市
研究部

（独）建築研究所

32 直交ラミナ積層パネルによる木造建築物の耐震実験 総合技術政策研
究センター
評価システム研究
室

（独）防災科学技術研究所、(株)日本システム設計

33 有機系材料を使用した内外装システムの火災性状に関
する共同研究

都市研究部
都市防災研究室

（独）建築研究所、東京大学、東京理科大学

34 衛星データによる港湾整備・船舶動静把握への適用 港湾研究部
港湾計画研究室

（独）宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）、関東地方整備局
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番号 内　　　容　　　等 相手方 研究室

1 外壁診断装置の壁面移動時における走行性能・機能向上技術に関する研究
（社）三重県建設資材試験
センターおよび株式会社コ
ンステック　共同研究体

建築研究部
住宅ストック高度化研究
室

2 土木構造物の目視困難な構造部位の実用的診断手法に関する研究 東京工業大学 建設システム課

3 道路基盤地図情報を活用した道路交通対策等の影響評価に関する研究 東京大学 情報基盤研究室

4 サステナブルな道路の共通地図基盤の整備・更新・活用技術に関する研究 東京大学 情報基盤研究室

5 次世代の高度道路交通システムに関する研究 (社)土木学会
高度道路交通システム
研究室

6 水害時の状況に応じた避難及び避難情報提供に関する調査研究 東京大学 水害研究室

7 持続可能性指標の統合に関する研究 (社)土木学会 道路環境研究室

8 XバンドMPレーダと雲解像モデルによる短時間・極短時間量的降水予測法の開発 名古屋大学
河川研究室
水資源研究室

9
ゲリラ豪雨予測手法の開発と豪雨・流出・氾濫を一体とした都市スケールにおける流域
災害予測手法の開発

京都大学
河川研究室
水資源研究室

10
ＭＰレーダデータによる定量的降雨量推定とユーザの立場からの避難支援システム開発
に関する研究

(株)建設技術研究所
河川研究室
水資源研究室

11 ＭＰレーダネットワークによる雨と風の３次元分布推定手法の開発 (独)防災科学技術研究所
河川研究室
水資源研究室

12 新材料モルタルを主材とした低ｺコスト軽量ゲートの実用化に関する技術開発 山口大学
河川研究室
水資源研究室

13 新材料を用いた樋門樋管用ゲートの技術開発とその適用性の検討 (社)リバーテクノ研究会
河川研究室
水資源研究室

14
河川管理のための藪化・樹林化の主原因の同定-地形変形・植生遷移の予測-対策評価
のシステム構築

埼玉大学
河川研究室
水資源研究室

15 治水と環境の調和した河川管理をさせる礫床河川の土砂動態解析の技術研究開発 中央大学
河川研究室
水資源研究室

16 河川環境のための河床地形管理手法に関する技術開発 京都大学
河川研究室
水資源研究室

17 リアルタイム画像生成合成開口レーダの実用化に関する技術開発 東北大学 水害研究室

18
XバンドMPレーダの効果的実利用へ向けての降雨観測・予測とCバンドレーダとの連携
活用に関する技術研究開発

(独)土木研究所
河川研究室
水資源研究室

19 河川縦横断測量を高度化、効率化するための航空機レーザ計測適用に関する研究 (株)パスコ 河川研究室

20
堤防の3次元変状等をモービルマッピングシステム、高精度高密度航空レーザ測量シス
テムにより広域かつ高精度に把握する探査技術

京都大学 水害研究室

委託研究実施一覧（平成２３年度）
別紙４
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番号 内　　　容　　　等 相手方 研究室

21 光ファイバによる広域モニタリングシステムの開発と氾濫予測技術への活用 東京大学 水害研究室

22 地震による斜面変動の実態把握と特徴の類型化 (社)日本地すべり学会 砂防研究室

23 深層崩壊の発生危険斜面抽出手法および避難基準策定手法の開発 (社)砂防学会 砂防研究室

24 超高効率固液分離技術を用いたエネルギーマネジメントシステムに関する実証事業
メタウォーター（株）・地方共
同法人日本下水道事業団
共同研究体

下水処理研究室

25 神戸市東灘処理場　再生可能エネルギー生産・革新的技術実証事業
（株）神鋼環境ソリューショ
ン・神戸市　共同研究体

下水処理研究室

26 道路交通の時間価値についての研究 東京大学 道路研究室

27
地域ITS技術を用いた車線・道路幅員減少区間等における安全かつ円滑な走行支援手
法の研究開発

高知工科大学
高度道路交通システム
研究室

28 複合データによる道路サービス・パフォーマンス情報システムの研究開発 筑波大学 道路研究室

29 水分履歴を考慮した不飽和道路盛土の耐震性の評価法と強化法 京都大学 地震防災研究室

30 鋼橋の腐食劣化メカニズムの解明と耐久性診断に関する研究 琉球大学 道路構造物管理研究室

31 都市高速道路における突発事象時の最適交通運用について 神戸大学
高度道路交通システム
研究室

32
混合交通流の自動解析に基づく交通安全性・円滑性評価手法及び交通制御・道路運用
手法の構築に関する研究

京都大学 道路空間高度化研究室

33 非破壊検査のための非接触音響探査法についての研究開発 桐蔭学園 道路構造物管理研究室

34 新たな超高周波電磁波を用いた道路構造物欠陥診断の研究開発 東北大学 道路構造物管理研究室

35 高齢ドライバに配慮した道路交通・安全運転支援情報提供手法に関する研究 慶應義塾
高度道路交通システム
研究室
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1 1 ★

2 2 ★★★★★

研究期間 平成20年度～平成22年度 3 3

ﾌﾟﾛｼﾞ ｸﾄﾘ ﾀﾞ 等 下水道研究部 下水道研究官 尾崎 正明 4 4

日本近海における海洋環境の保全に関する研究
★★

★★★★

平成23年度分科会評価対象個別研究課題の評価結果一覧

目標達成度
研究の実施方法
と体制の妥当性

事後評価対象課題

別紙５

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 下水道研究部 下水道研究官　尾崎 正明 4 4

1 1

2 2 ★★★★★★

研究期間 平成20年度～平成22年度 3 3

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 高度情報化研究センター グリーンイノベーション研究官　濱田 俊一 4 4

1 1 ★★★

2 2 ★★

研究期間 平成19年度～平成22年度 3 3 ★

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 危機管理技術研究センター長　後藤 宏二 4 4

1 1

2 2 ★★★★★★

研究期間 平成 年度 平成 年度

ITを活用した動線データの取得と電子的動線データの活用に関する研究

★★

★★★★

★★

★★★★★★

国土保全のための総合的な土砂管理手法に関する研究

科学的分析に基づく生活道路の交通安全対策に関する研究
★★★★

別紙５

研究期間 平成20年度～平成22年度 3 3

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 道路研究部 道路空間高度化研究室長　高宮 進 4 4

1 1 ★★

2 2 ★★★

研究期間 平成20年度～平成22年度 3 3

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 都市研究部 都市防災研究室長　木内 望 4 4

1 1 ★

2 2 ★★★★

研究期間 平成20年度～平成22年度 3 3

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 建築研究部長　西山 功 4 4

1 1 ★★★

★
人口減少期における都市・地域の将来像アセスメントの研究

★★★★

★★
業務用建築の省エネルギー性能に係る総合的評価手法及び設計法に関する研究

地域特性に応じた住宅施策の効果計測手法の開発

★★★

★★★★

別紙５

2 2 ★

研究期間 平成20年度～平成22年度 3 3

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 住宅研究部 住環境研究室長　長谷川 洋 4 4

1 1 ★★★★★

2 2 ★★

研究期間 平成17年度～平成22年度 3 3

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 沿岸海洋研究部長　戀塚 貴 4 4

1 1 ★★★★

2 2 ★★★

研究期間 平成20年度～平成22年度 3 3

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 港湾研究部 港湾計画研究室長　赤倉 康寛 4 4

沿岸域における包括的環境計画・管理システムに関する研究

港湾の広域連携化による海上物流への影響把握と効果拡大方策に関する研究

★

地域特性に応じた住宅施策の効果計測手法の開発

★★★★★★

★★★★

★★★
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研究期間 平成24年度～平成26年度

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 高度情報化研究センター グリーンイノベーション研究官　濱田 俊一

研究期間 平成24年度～平成26年度

ﾟ ﾞ ｸ ﾀﾞ 等 河 究部 河 究室長 服部 敦 危機管理技術 究 タ 地震災害 究官 運上 茂樹

超過外力と複合的自然災害に対する危機管理に関する研究

○

事前評価対象課題

○

実施の妥当性

ＩＣＴを活用した人の移動情報の基盤整備及び交通計画への適用に関する研究

－評価指標－

【事後評価】

研究の実施方法と体勢の妥当性

１：適切であった

２：概ね適切であった

３：やや適切でなかった

４：適切でなかった
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ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 河川研究部 河川研究室長 服部 敦　、　危機管理技術研究センター 地震災害研究官　運上 茂樹

研究期間 平成24年度～平成26年度

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 建築研究部長　西山 功

研究期間 平成24年度～平成26年度

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 建築研究部長　西山 功

研究期間 平成24年度～平成26年度

外装材の耐震安全性の評価手法・基準に関する研究

沿岸都市の防災構造化支援技術に関する研究

○

○

建物火災時における避難安全性能の算定法と目標水準に関する研究

○

－評価指標－

【事後評価】

研究の実施方法と体勢の妥当性

１：適切であった

２：概ね適切であった

３：やや適切でなかった

４：適切でなかった

目標達成度

１：十分に目標を達成できた

２：概ね目標を達成できた

３：あまり目標を達成できなかった

４：ほとんど目標を達成できなかった

--------------------------------

【事前評価】

実施の妥当性
○：実施すべき

△：一部修正して実施すべき
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研究期間 平成24年度～平成26年度

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 都市研究部長　柴田 好之

研究期間 平成23年度～平成26年度

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 河川研究部 海岸研究室長　諏訪 義雄

研究期間 平成24年度～平成26年度

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 危機管理技術研究センター長　後藤 宏二

究期 成 年度 成 年度
○

津波からの多重防護・減災システムに関する研究

○

大規模土砂生産後の流砂系土砂管理のあり方に関する研究

○

木造3階建学校の火災安全性に関する研究

－評価指標－

【事後評価】

研究の実施方法と体勢の妥当性

１：適切であった

２：概ね適切であった

３：やや適切でなかった

４：適切でなかった

目標達成度

１：十分に目標を達成できた

２：概ね目標を達成できた

３：あまり目標を達成できなかった

４：ほとんど目標を達成できなかった

--------------------------------

【事前評価】

実施の妥当性
○：実施すべき

△：一部修正して実施すべき
×：再検討すべき

※事前評価では指標を用いないが、
実施の妥当性について、総合評価結
果の内容をよく表す評価指標を、事務
局で設定した。
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研究期間 平成23年度～平成27年度

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 建築研究部長　西山 功

研究期間 平成24年度～平成25年度

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 空港研究部 空港新技術研究官　中島 由貴

研究期間 平成24年度～平成26年度

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ等 岸海洋研究部 海洋環境研究室長　古川 恵太

大規模津波地震を踏まえた空港の災害リスクに関する研究
（「空港の津波対策の評価方法等に関する研究」に課題名を変更）

△

沿岸域における港湾・水産・環境協調型統合的管理方策の研究

○

○

－評価指標－

【事後評価】

研究の実施方法と体勢の妥当性

１：適切であった

２：概ね適切であった

３：やや適切でなかった

４：適切でなかった

目標達成度

１：十分に目標を達成できた

２：概ね目標を達成できた

３：あまり目標を達成できなかった

４：ほとんど目標を達成できなかった

--------------------------------

【事前評価】

実施の妥当性
○：実施すべき

△：一部修正して実施すべき
×：再検討すべき

※事前評価では指標を用いないが、
実施の妥当性について、総合評価結
果の内容をよく表す評価指標を、事務
局で設定した。

別紙５
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